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2号竪穴住居　出土土器



序

埋蔵文化財の保護・活用に対しまして、日頃より深いご理解をいただき厚く御礼申し上げます。

宮崎県教育委員会では、県営農地保全整備事業時屋地区に伴い、時屋地区遺跡群の発掘調査を行いま

した。調査は平成6年から3カ年にわたり、5遺跡6地点、約14万扇の大規模なものとなりました。本

書はその報告書で、第1集として上の原第3遺跡を報告します。

上の原第3遺跡では、古墳時代中期～後期の集落が検出され、多くの土器が出土しました。これらは

当地域の土器編年にとって重要な位置を占める資料になると思われます。また、時屋地区の他の遺跡では、

旧石器時代から江戸時代にいたる各時代の遺構・遣物が大量に検出されています。一つの遺跡から得ら

れる資料は断片に過ぎませんが、ある一定の広がりを持つ範囲で多くの遺跡が調査されたことにより、

地域の歴史をより具体的な姿として浮かび上がらせることも可能になると思われます。こうした先人の

歩みを振り返り、郷土の歴史を解明する貴重な資料を得られたことは大きな成果と言えるでしょう。

本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋蔵文化財の保護に対する

認識と理解の一助となることを期待します。

調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・御助言をいただいた先生方、並びに

地元の方々に心からの謝意を表します。

平成11年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所長　田　中　守



例　　言

1　本書は、県営農地保全整備事業時屋地区に伴い宮崎県教育委員会が実施した、時屋地区遺跡群・上

の原第3遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、宮崎県中部農林振興局の依頼を受けた宮崎県教育委員会が主体となり、平成6・7年

度は県教育庁文化課が、平成8年度は県埋蔵文化財センターが実施した。

3　現地での実測等の記録は、吉本正典、東憲章、鎌田次郎が行い、一部を業者に委託した。

4　本書に使用した写真は東が撮影し、空中写真については業者に委託した。

5　整理作業は宮崎県埋蔵文化財センターで行い、図面の作成、実測、トレースは主として東が行い、

一部を整理作業員の協力を得た。

6　本書に使用した位置図は国土地理院発行の5万分の1図を基に作成し、調査範囲図は宮崎県中部農

林振興局作成の2千分の1図を基に作成した。

7　本書の執筆は、第II章第2節を吉本が、他は東が担当し、編集は東が行った。

8　出土遣物・その他諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。
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第I章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

県営農地保全整備事業時屋地区は、宮崎市から清武町にかかる約60haの広大な面積を対象に、県中部

農林振興局が平成元年に採択、実施したものである。事業は、南九州特有のシラス台地でのほ場整備、

畑地潅漑、農道・排水路の設置が主たる目的である。

文化財の取扱いについては、事業採択の平成元年10月に県中部農林振興局長名で県教育委員会文化課

に文化財の所在の有無について照会があり、同課は同年12月に事業予定区内に12カ所の遺物散布地が存

在する事を回答している。その後、事業の進行に対応しながら県文化課による試掘・確認調査が行われた。

文化財の保存に関する協議（切り盛り調整等）を経て、事業施工により文化財が影響を受ける範囲につ

いては事前に発掘調査を行い記録保存の措置をとることとなった。

宮崎県の場合、県営ほ場整備事業に伴う発掘調査は、原則として市町村教育委員会が調査主体となっ

て実施している。平成3年度から5年度の調査（椎屋形第1・第2遺跡、上の原遺跡）については、県

文化課と宮崎市教育委員会文化振興課との協議の結果、当時多大な量の発掘調査を抱えていた宮崎市の

状況を鑑み、市教育委員会が調査主体となり、県文化課から調査員を派遣して調査を実施した。調査の

結果については、平成8年3月に報告書が刊行されている。

平成6年度以降については、遺跡が宮崎市と清武町にまたがることから、県と両市町との協議の結果、

県教育委員会が調査主体となり調査を実施した。各遺跡の調査面積と期間は以下の通りである。

平成3年度　椎屋形第1遺跡（市）

平成4年度　椎屋形第2遺跡（市）

平成5年度　上の原遺跡（市）

平成6年度　上の原第2遺跡（県）

上の原第3遺跡（県）

上の原第1遺跡（県）一次

平成7年度　上の原第1遺跡（県）二次

上の原第4遺跡（県）

白ケ野第3遺跡（県）

4，500m2

4，500m2

4，200m2

45，500m2

15，500m2

48，000m2

（48，000m2）

3，400m2

300m2

平成8年度　白ケ野第3遺跡B地区（県）　25，000m2

平成3年10月31日～平成4年2月10日

平成4年10月15日～平成5年2月12日

平成5年6月14日～平成5年9月14日

平成6年4月22日～平成6年11月1日

平成6年7月26日～平成6年11月25日

平成7年2月14日～平成7年3月31日

平成7年4月24日～平成7年11月28日

平成7年5月15日～平成7年8月29日

平成7年8月30日～平成7年10月12日

平成8年5月1日～平成8年10月15日

なお、調査にあたっては、地元の時屋地区土地改良区の皆さんに作付け調整や休耕措置、さらには作

業員の確保まで多大な協力をいただいた。

〈参考文献〉

宮崎市教育委員会1996

掘調査報告書

宮崎県教育委員会1995

宮崎県教育委員会1996

掘調査概要報告書（2）

『椎屋形第1遺跡・椎屋形第2遺跡・上の原遺跡』県営農地保全整備事時屋地区に伴う埋蔵文化財発

『上の原第2・第3遺跡』県営農地保全整備事業（時屋地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書

『上の原第1・第4遺跡、白ヶ野第3遺跡』県営農地保全整備事業（時屋地区）に伴う埋蔵文化財発

宮崎県埋蔵文化財センター1997　『白ケ野第3遺跡B地区』県営農地保全整備事業（時屋地区）に伴う埋蔵文化財発掘調査概

要報告書（3）宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第3集
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第2節　調査の組織

時屋地区遺跡群の調査の組織は次のとおりである。

調査主体　　宮崎県教育委員会

（平成6・7年度）　教　　育　　長

教　育　次　長

文　化　課　長

課　長　補　佐

主幹兼庶務係長

主幹兼埋蔵文化

財第　2　係長

埋蔵文化財第2

係長

主査（調整担当）

主事（調査担当）

主事（調査担当）

調査員（嘱託）

調査員（嘱託）

田原直虞

八木　洋・中田　忠

江崎富治

田中雅文

高山悪元

岩永哲夫（平成7年度）

面高哲郎（平成6年度）

菅付和樹

吉本正典（平成6・7年度）

東　憲章（平成6年度）

鎌田次郎（平成6年度）

井田　篤（平成7年度）

（平成8年度）　宮崎県埋蔵文化財センター

所　　　　　長

副　　所　　長

庶　務　係　長

調査第2係長

主査（調整担当）

主事（調査担当）

調査員（嘱託）

調査協力　　　　宮崎県中部農林振興局

藤本健一

岩永哲夫

三石泰博

北郷泰道

谷口武範

松林豊樹

児島由紀

時屋地区土地改良区　　宮崎県農業開発公社
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1：上の原第1遺跡　　　　2：上の原第2遺跡　3：上の原第3遺跡

4：上の原第4遺跡　　　　5‥椎屋形第2遺跡　6：椎屋形第1遺跡

7：上の原遺跡　　　　　　8：白ケ野第1遺跡　9：白ヶ野第3遺跡

10：白ヶ野第2遺跡　　　11：自ケ野第4遺跡

第1図　　遺跡位置図
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第II章　時屋地区遺跡群について

第1節　遺跡の位置と環境

時屋地区遺跡群は、宮崎平野の南西部、宮崎市大字細江字椎屋形・時雨柳迫から清武町大字船引字上

の原・白ケ野にかけての標高90m前後の台地上に立地する。宮崎市南西部域では、鰐塚山系から連なる

丘陵と浸食の進んだシラス台地が展開し、その間を大淀川をはじめ活武川、加江田川などの大小河川が

東流し日向灘へ注いでいる。台地縁辺の崖面や浸食小谷には所々に湧水地が見られ、遺跡立地の好条件

が備わっている。

県営農地保全整備事業時屋地区では、清武川とその支流黒北川の合流地点左岸の約60haという広大な

面積が事業の対象となり、これに伴い数多くの遺跡が発掘調査されている。なお、平成7・8年度には

同事業地内で東九州自動車道建設に伴う発掘調査が行われた。また、隣接する清武町船引地区での農地

整備事業でも発掘調査が行われている。以下はその概要である。

遺　　 跡　　 名 調査年度 調査主体 遺　 跡　 の　 時　 代 （時期） 備　 考

椎屋形第 1遺跡 平成 3 年度 宮崎市教委 縄文 （草 ・早）、弥生 （後） 時屋地区

椎屋形第 2 遺跡 平成 4 年度 ＿宮崎市教委 縄文 （早） 時屋地区

上の原遺跡 平成 5 年度 宮崎市教委 旧石器、縄文 （草 ・早）、古代 時屋地区

上の原第 2 遺跡 平成 6 年度 宮崎県教委 縄文 （早 ・後）、中近世 時屋地区

上の原第 3 遺跡 平成 6 年度 宮崎県教委 縄文 （早期）、古墳 （中） 時屋地区

上の原第 1遺跡 平成 7 年度 宮崎県教委 縄文 （草 ・早 ・中 ・後）、古墳 （前）時屋地区

上の原第 1遺跡B 地区 平成 7 年度 宮崎県教委 旧石器 東九州関連

上の原第4 遺跡 平成7 年度 宮崎県教委 縄文 （早）、古墳 （前） 時屋地区

白ケ野遺跡 （第2 ・第3 ） 平成7・8年度 宮崎県教委 縄文 （早 ・中 ・後） 東九州関連

白ケ野第 1 遺跡 平成7・8年度 清武町教委 旧石器、縄文 （早 ・前）、古代 船引地区

白ケ野第3 遺跡A 地区 平成7 年度 宮崎県教委 縄文 （早） 時屋昭区

白ケ野第 3 遺跡B 地区 平成8 年度 宮崎県教委 縄文 （早 ・後 ・晩）、古代、中世 時屋地区

白ケ野第 4 遺跡 平成8 年度 清武町教委 縄文 （早） 船引地区

－4－
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椎屋形第1遺跡では、縄文時代草創期～早期の菓石遺構が検出され、隆帯文土器・爪形文土器・前平

式土器等が出土している。また、竪穴住居と掘立柱建物からなる弥生時代後期の集落も検出されている。

椎屋形第2遺跡では、縄文時代早期の菓石遺構69基、連穴土坑（炉穴）24基が検出されている。

上の原遺跡では、縄文時代早期の集石遺構3基が検出され、ナイフ形石器・爪形文土器・前平式土器

が出土している。

上の原第1遺跡では、縄文時代草創期～早期にかけての遣物群、縄文時代中期～後期の竪穴遺構（住

居やその他の機能を持つものを含めて）29基、古墳時代前期の竪穴住居6基などが検出された。

上の原第2遺跡では、縄文時代早期の菓石遺構45基、縄文時代後期の竪穴住居48基・土坑65基、中世

～近世の掘立柱建物群や通路、墓填、土坑などが検出された。

白ケ野第3遺跡では、縄文時代早期の菓石遺構、後期から晩期の土器、古代の竪穴住居が検出された。

時屋地区遺跡群が立地するシラス台地は、標高90m前後の広い平坦面を持つ。背後には北から延びる

丘陵が迫る。南は清武川による開析谷の断崖で、その比高差は約50mを測る。台地上の広い平坦面はほ

ぼ全面が遺跡と言っても過言ではなく、前掲の表のとおり多数の遺跡が調査された。

時屋地区の各遼跡は台地平坦面上に刻まれた小規模な谷地形により区分されているが、これはあくま

でも便宜上のものであり、本質的な意味で人間の活動範囲を指すものではない。一つの遺跡の調査で得

られる資料は断片的なものであり、遺跡群全体を見渡すことによってはじめて本来的な地域の歴史像が

浮かび上がるのである。

第2節　時屋地区遺跡群の調査

時屋地区遺跡群の各遺跡に付された遺跡名やその範囲は、前述の通り便宜的なものであり、年度単位

で行った調査の成果をつなぎ合わせて後の作業を進めていく必要がある。通常、このような広域的かつ中・

長期的な調査においては、国土座標に準じたグリッドを設定し、記録作成がなされることが望ましい。

しかしながら今回の調査では、調査開始時の混乱した状況もあり、当初設定した任意のグリッドを最終

年度の調査まで踏襲する形となった。

グリッドの基準線は、東西方向を貫く計画道路のセンターラインに基づくもので、N－230　－Eの方

向をとる。これを基に時屋地区の台地全域を覆う形で10mグリッドを組み、北西端部の0点から両方向

10m地点の杭を1杭、20m地点の杭を2杭とした。区の名称は、0～1杭までを1区、1杭～2杭まで

を2区とした。東方向についても同様とし、南北方向・東西方向の数字をハイフンでつなぎ杭・区名を

設定した（〇一〇杭、〇一〇区など）。従って、グリッドの南東隅の杭とその区の数字が一致すること

になる。

調査にあたっては、後に述べるⅢ層が鍵層として重要な役割を果たしている。Ⅲ層の上位にある文化

層の調査では、この層の上面が遺構検出面となる。また、下位に予想される文化層の状況を知る上で、

Ⅲ層の存否が目安となる。なお、Ⅲ層の上下にわたって文化層が遣存する場合、調査期間の制約から下

位の文化層の調査が十分に行えないという状況も生じている。詳しくは個々の遺跡の報告に譲るが、ト

レンチによる状況把握→調査範囲拡張という手法を採るなど、出来うる限りの記録化を目指した。
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第3節　基本層序

時屋地区遺跡群の各遺跡の層序は基本的には共通であり、宮崎県中南部域に発達するシラス台地の代

表的なものと一致する。以下、その特徴を概観する。

I層：暗褐色土

II層：黒色軟質土

Ⅲ層：黄褐色土

Ⅳ層：黒褐色硬質土

Ⅴ層：暗褐色硬質土

Ⅵ層：褐色硬質土

Ⅶ層：明黄褐色土

Ⅶ【層：明褐色土

表土（耕作土）である。柔らかく粘性が低い。

やや粘性を帯び、柔らかく黒みの強い層である。縄文時代前期以降の遣物包

含層であり、地形や土地の利用状況で層厚は異なる。遼跡によっては、包含

遣物の時期等により細分が可能である。

プライマリーなアカホヤ火山灰層である。層最下部には直径数mmの軽石粒が

見られ、上部にいくほど緻密になる。層上部に2次アカと呼ばれる風化層が

見られることも多い。

ローム層である。この層の下半部に白い粒子と光沢のある粒子を多く含む火

山灰が混じる。

Ⅳ層よりも明るい色調である。Ⅳ・Ⅴ層は縄文早期の遺物包含層である。

ローム層である。粘性が高く硬質である。微小なパミスを疎らに含む。

基層はローム層であり、粘性が高い。含水量により硬度が大きく変わる。霧

島小林軽石を多く含む。

粘性の高いローム層である。炭化微粒

と小林軽石をわずかに含む。

Ⅸ層：明黄褐色土　　粘性が高く、柔らかなローム層である。

粒子が細かく、パミス・スコリアをほ

とんど含まない。

Ⅹ層：明褐色土 刃層よりもやや暗い色調で、粒子もや

や粗くざらついた感触である。

氾層：淡黄褐色土　　やや土壌化したシラス（姶良火山大戸

火砕硫）である。5mm程度のパミス

を疎らに含む。粘性は低く、粒子の粗

いザラザラした感触である。
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第4節　報告書の記述について

県教育委員会が調査主体となり発掘調査を実施した遺跡は、3か年で5遺跡（6地点）である。報告

書については、その資料の膨大さと整理作業の進捗状況を考慮し、2巻に分けて年次的に刊行すること

となった。本書はその第1巻であり、平成6年度調査の「上の原第3遺跡」のみを報告する。報告書の

執筆・編集にあたっては各調査担当者がその貴を負うが、記載・記述に関しての基本方針を明確にして

おく必要があろう。以下、本書及び第2巻（平成12年3月刊行予定）について若干の説明を付す。

（1）遺構

遺構の略号は次のとおりとする。

SA　竪穴住居　　SB　掘立柱建物　　SC　土坑　　SD　土墳墓　　SE　溝状遺構

SI　集石造構

造構図のスケールは、原則として竪穴住居跡1／60、土坑1／40、集石遺構1／30とし、分布図につ

いては1／500を基本とする。

方位は座標北・磁北を用い、それぞれG．N．・M．N．で表記する。レベルは海抜絶対高である。

（2）遣物

遣物実測図のスケールは、原則として縄文土器・須恵器・古代の杯皿類を1／3、弥生土器・土師器

を1／4とする。鉄器・石器類は1／2を基本とし、小型の打製石器を3／5（60％）、大型の石皿等

を1／4とする。須恵器の断面は黒塗りする。

土器実測図の調整表現は以下のとおりとする。ナデ調整は特に単位が明瞭な場合以外は図示しない。

一一．一－一一一一

l二

工具ナデ・ケズリ

郡－‾　＝　≡
接合痕　　　　　　　明瞭な稜線　　　　　　やや曖味な稜線

（粘土の継ぎ目）

指オサエ（指ナデ）

回転ケズリ

（3）観察表・計測表

土器観察表・石器計測表は、報告書掲載のもののみ作成した。土器の色調は『新版標準土色帖』（農

林省農林水産技術会議事務局監修）に拠った。法量の（）は現存値である。
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第Ⅲ章　上の原第3遺跡の調査

第1節　調査の概要

1　調査の経過

調査対象面積は15，500m2である。重機により表土を除去し、アカホヤ火山灰（第Ⅲ層）上面で遺構検

出を行った。Ⅲ層上面は、旧地形にそって南東から北西方向に緩やかに傾斜しており、調査区西寄り約

4分の1程の地点で畑の区画境の段落ちが見られた。比較的高位な部分では、表土下にⅣ～　層が表出し、

畑地造成の際の地形改変が読み取れた。

Ⅲ層上面で検出された顕著な遺構としては、竪穴住居跡10基がある。全て調査区西半部に検出され、

2基が切り合いを見せたものの、他は近接することなく散漫な分布状況であった。3号住居跡は、調査

区北縁に約3分の1が検出され、残りは舗装道路下に延びていたため全体を調査することができなかった。

また、6号住居跡は旧畑地境の段落ち部に検出されたため、西側壁が検出されず正確なプランを把握で

きなかった。

検出された10基の住居跡は、全て方形プランで、ほとんどのものが4本柱である。遣物の出土状況は

各住居毎に差が見られ、比較的完形に近いものが床面付近から多数出土したものと、小破片のみが床面

から浮いた状態で出土したものが見られた。いずれの住居跡も炉跡（火処）は明確でなく、6号住居跡

に床面の被熱痕と、9号住居跡で床面中央に焼土の高まりが見られたのみである。

竪穴住居跡以外には顕著な遺構は確認されていない。土坑状の掘り込みが多数見られたが、遣物の出

土はなく、埋土も畑耕作土に近似した灰褐色の濁ったもので、後世の耕作に伴うものと判断された。

Ⅲ層検出の竪穴住居跡の調査を終了した時点で、アカホヤ下層（縄文早期）の調査について検討を行

った。農地整備施工上、盛土あるいは現状の高さが維持される調査区西半部についてはⅣ層以下の調査

を除外し、切り土施工の東半部のみを対象とした。また、調査期間の制約上、東半部全面を4層以下ま

で掘り下げることが困難であったため、遺憾ながらトレンチにて遺構・遣物が確認された部分のみを掘

り広げることとした。その結果、菓石遺構9基と礫群2カ所が検出され、貝殻文円筒形土器を主体とす

る土器、石嫉・スクレイパー等の石器が出土した。制約の多いなか、遺構・遣物ともに断片的な資料を

得たに過ぎないが、小谷を挟み対時する上の原第1・第2遺跡や白ケ野遺跡の当該時期資料と比較検討

することによって、調査の不備を埋め本遺跡の縄文早期像の輪郭を浮かび上がらせることも可能である

と考えている。

2　層序

上の原第3遺跡の基本層序は、時屋地区の他の遺跡と大きく異なることはない。表土（耕作土）下に

黒色土（第II層）の堆積が見られたものの非常に薄く、包含遣物の時期による分層把握は困難であった。

部分的には表土直下にアカホヤ火山灰（第Ⅲ層）やその下層が表出する箇所も見られた。アカホヤ火山

灰は一次堆積で、約20～30cmの厚みが見られた。アカホヤ下の黒褐色土（第Ⅳ層）、暗褐色土（第Ⅴ層）

は縄文時代早期の遣物包含層であり、礫群・集石が検出されている。
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第2節　調査の記録

検出された遺構・遣物を、調査の進行に従いⅢ層検出のもの（古墳時代）、Ⅳ層以下検出のもの（縄

文時代早期）の順に記述する。表土（耕作土）中からの出土遣物、明らかに所属時期の異なる遺構への

流れ込みについては、最後に一括した。なお、掲載した遣物については観察表・計測表を作成した。個

別遣物の観察所見はそちらを参照されたい。

1　Ⅲ層上面検出の遺構・遣物（古墳時代）

竪穴住居跡を10基検出した。遺構番号は、プランを確定し竪穴住居と認定し得た順に付している。

1号住居跡（第5図）

1号住居跡は、調査区北縁ほぼ中央に検出した。5．5×5．1mの方形プランで、検出面からの深さ50cm

を測る。主柱穴は方形配置の4基で、床面には貼り床が見られたが、柱穴で囲まれる床面中央部は貼り

床が見られず浅い土坑状の落ち込みとなった。また、西壁中央に張り出し部が、南壁沿中央に土坑状の

落ち込みとその左側に灰白色土による土壁が検出された。後者はその構造からカマドと推定されたが、

被熱による変色や炭化物・焼土等は見られなかった。構築途中で放棄された可能性もあろうか。住居埋

土はレンズ状の堆積を見せ、遺物の多くは床面直上か若干浮いた状態で出土した（第6・7図）。

1～4は窯である。1・4は住居北東隅、2は北東ピット横で、それぞれ床面直上に倒位で出土した。

頚部に稜を持たず、口縁は緩やかに外半する。器面調整はナデ・パケ目で、粘土の輪積み痕を残す。底

部は、やや丸みのある厚手の平底と径の小さな平底が見られる。

5・6は壷である。ともに埋土3層からの出土で、住居の半分以上が埋まった時点での流れ込みと考

えられる。5は刻み目貼付け突帯を有し、刻み内に布の圧痕が認められる。6は、やや突出する小さな

平底を呈す。

7～14は坪である。大きく2つのタイプに分けられる。平底で口径のやや小さなもの（7～10）と、

丸底で口径のやや大きなもの（11～14）である。前者にはナデ・パケ目調整が、後者にはミガキが施され、

口縁部は短く内湾する。11・12は、床面から若干浮いた位置で伏せた状態で出土している。

15は須恵器の杯蓋である。口縁端部に段を持ち、天井部と口縁部の境に1条の沈線が見られる。TK

lOに相当する。

16は円盤状高台を有す古代の坪で、埋土上位に流れ込むかたちで出土した。高台は左右に張り出し、

体部にはロクロ成形の稜線を明瞭に残す。

17は尾鈴山系酸性岩の磨石、18は砂岩の石皿で、ともにほぼ床面上から出土した。

2号住居跡（第8図）

1号住居跡の西側約6mの位置に検出した。一辺約6．5　mの方形プランで、検出面からの深さは約

80cmを測る。主柱穴は4基。床面には貼り床が見られたが、住居中央部では硬化面が不明瞭となり、や

や軟質の土を除去すると、柱穴を囲む範囲よりも一回り大きな段落ちとなり、東を除く三方がベッド状

となった。炉跡や焼土は見られなかった。埋土はレンズ状の堆積を見せ、床面直上や10～20cm浮いた状

況で多くの遣物が出土している。住居南東隅では、完形の高坪が3個体床面直上で出土している（逆立

位2、倒位1）
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1号住居跡埋土土層注記

1　黒褐色土　白・橙色のパミス（1～3mm）を含む。

2　暗褐色土　砂質。橙色のパミス含む。

3　暗褐色土　炭化物細粒を多く含む。

4　淡褐色土　砂質。炭化物粒を含む。土器片が多く混入。

5　褐色土　　炭化物粒含む。完形土器はこの層から出土する。暗褐色ブロック（やや硬）を部分的に含む。

第5図　1号竪穴住居跡（1／60）
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第7図　1号竪穴、住居跡出土石器（17は1／2、18は1／4）

（第9～13図）。住居中央東寄りに出土した高坪はかなり浮いた状態であるが、レベル的には南東隅の

高拝辞と等しく、住居の床面を掘り過ぎた可能性もある。そうなると、住居床の段落ち部は方形となり

四方がベッド状となることになる。

19～33は鷺である。形態的にいくつかのタイプが見られる。屈曲する頚部に稜が見られ、口径と胴部

最大径がほぼ等しいもの（19～21）。頚部屈曲が緩やかで、貼付け突帯を持つもの（23）。頚部屈曲が

さらに小さくなり稜を持たず、胴部最大径が口径をやや上回るもの（24・25）。口縁部のみを見ても、

直線的に延びるもの、外半するもの、先細りするものなど、いくつかの形態が見られる。底部は尖底気

味の小さな平底である。また、図示はし得ないが、タタキを施す鷲の小破片がまとまって出土している。

34～46は壷である。34は、球形の胴部に強く屈曲し外半する口縁部が付き、刻み目貼付け突帯を持つ。

調整は丁寧なナデである。37～40は中型の壷で、球形・扇球形・倒卵形のものが見られる。37は丸底、

39・40は平底である。41～46は平底の小型壷である。形態はそれぞれに異なり、41は大きく開く口縁

部に肩張りの胴部、42はやや内湾する口縁部に扁球胴、45・46は底径が小さく球形の胴部となる。41

・46は、底部外面に凹みを有する。
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第1表　上の原第3遺跡出土土器観察表（1）

遣　 物

番　 号
種　 別

器　 種

°
部　 位

出　 土

地 点

法　　 量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

1 土 師器 賓
完形

SA l 2 0 ．7 7 ．2 2 2 ．4 横 ・斜方向のナデ
粘土の継ぎ目　スス付着

横 ・斜方 向のナデ
粘土の継ぎ目　指頭痕　黒斑

にぷい橙 にぷい橙 5mm以下の茶褐色 灰色の粒

2 土 師器
！窺
完形

SA l 2 1．3 4 ．1 2 5 ．6 ナデ　 パケ 目
粘土の継ぎ目　スス付着

ナデ 橙 橙 5mm 以下の暗褐　灰褐の粒

3 土 師器 嚢 SA l 16 ．6 5 ．6 2 0 ．2
横・斜方向のナデ　粘土のかえり 横ナデ　 手旨頭痕 にぷい橙 にぷい黄橙 4mm 以下の黄褐　黒褐の砂粒

完形 粘土の継ぎ目　スス付着 粘土の継 ぎ目 褐・ 1m m 以下の透明光沢粒

4 土 師器 聾 SA l 1 3 ．1 4 ．2 15 ．2 斜方向のナデ　粘土の継ぎ目横 ・斜方向のナデ にぷい橙 にぷい橙 3mm以下の黄灰　褐色　乳白色
口緑～底部 手旨頭痕　 スス付着 粘土の継ぎ目　指頭痕 黒の砂粒

5 土師器
賓
頸部

S A l ナデ
刻’み 目突帯 （布痕）

ナデ　 風化気味 にぷい橙 橙 2m m 以下の赤色の粒
1．5m m以下の黒色　透明光沢粒

6 土師器 ・＝ニヒ重臣
月同部～底部

S A l 2 ．9 ナデ　 工具痕 ナデ 橙 橙 1mm以下の黒褐色　灰褐色の砂粒
微糸田な透明光沢粒：

7 土師器 鉢
口緑～底部

S A l 1 3 ．0 5 ．6 8 ．1 ナデ　 工具ナデ
手旨頭痕

ナデ　 指頭痕 にぷい橙 橙 2mm以下の褐・灰・乳白色の砂粒

8 土師器
ゴ不

口緑～底部
S A l 1 3 ．8 5 ．3 7 ．5

ナデ　 工具痕
黒斑

ナデ　 黒斑 橙 橙 2．5m m 以下の赤褐色

灰色の砂粒

9 土師器 j不
完形

S A l 1 3 ．9 4 ．9 7 ．8
横ナデ　 工具痕

パケ 目
ナデ　 指頭痕 にぷい橙 にぷい橙 2mm以下の褐色・灰褐色・灰白色の砂粒

1m m 以下の透明光沢粒

10 土師器 ゴ不
口緑～底部

S A l 1 2 ．8 4 ．4 6 ．9 ナデ 横ナデ 橙

にぷい橙
橙 2mm以下の茶・灰・褐色の砂粒

1 1 土師器
ゴ不
完形

S A l 16 ．8 2 ．5 8 ．4 ミガキ ミガキ 橙 橙 2mm以下の赤褐・灰色の砂粒

12 土師器 ゴ不
完形

S A l 1 6 ．2 5 ．6 7 ．5 ミガキ　 ナデ　 黒斑 ミガキ　 黒斑　 ナデ
にぷい黄橙
橙

橙 2m m 以下の乳白色の砂粒
1．5mm以下の透明・黒色光沢粒

13 土 師器 j不
完形

SA l 1 6 ．7 5 ．8 6 ．4 ミガキ　 ナデ　 黒斑 ミガキ　 ナデ　 黒斑
手旨頭痕

にぷい黄橙 にぷい橙 1．5m m 以下の灰褐色の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

14 土 師器
ゴ不

口緑～底部
SA l 15 ．0 5 ．2 6 ．4 ナデ ナデ　 ミガキ　 指頭痕 橙 橙 2mm以下の褐色・灰・黒の砂粒

15 須恵器 蓋
口緑

SA l ナデ ナデ 灰 灰 精良

16 土 師器
j不

体部～底部
SA l 5 ．2 ナデ　 円盤状高台 ナデ にぷい橙 にぷい橙 2m m 以下の灰色の砂粒

19 土 師器 賓
口緑へ′底部

SA 2 2 6 ．3 3 3 ．8 横ナデ　 スス付着 横 ・斜方向のナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
黄灰
4．5m m 以下の褐色・黒の粒

1m m 以下の透明光沢粒

2 0 土師器
嚢

口緑～頚部
S A 2 2 2 ．1 ナデ　 スス付着 ナデ　 スス付着 にぷい黄橙 にぷい黄橙 1m m 以下の透明光沢粒

2 1 土師器 聾
口緑～底部付近

S A 2 2 0 ．8
横ナデ　 パケ 目
指頭痕　 黒変　 スス付着

横ナデ　 工具ナデ にぷい黄橙
灰黄褐

にぷい橙 0．5mm以下のにぷい赤褐・灰黄の砂粒

0．5m m以下の透明・黒色光沢粒

2 2 土師器 聾
口緑～頭部

S A 2 2 2 ．9 横ナデ　 スス付着 横ナデ にぷい橙
にぷい黄橙

橙 3mm以下の黒・褐・灰白色の砂粒

2 3 土師器
賓

口縁～底部付近
S A 2 2 1 ．3 ナデ　 刻み目突帯　 黒斑 ナデ　 黒斑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 3m m 以下の黒 ・褐 ・

にぷい黄橙・灰白色の砂粒

2 4 土師器 賓
口緑～月同部

S A 2 2 2 ．1 ナデ　 スス付着 ナデ　 工具痕　 指頭痕
粘土の継 ぎ目　 黒変

浅黄 浅黄 3mm以下の灰褐・黄褐の砂粒

2 5 土師器 賓
口緑～月同部

S A 2 2 5 ．4 ナデ　刻み目突帯　スス付着 ナデ　 粘土の継ぎ目 浅黄 灰黄 2．5m m 以下の黒色光沢粒
1m m 以下の透明光沢粒

2 6 土師器
窯

口緑
SA 2 ナデ 風化気味 浅黄橙 黄橙 3mm以下の黒・乳白色の砂粒

1mm以下の透明・黒色光沢粒

2 7 土 師器 …藍
口緑

SA 2 工具ナデ 工具ナデ 灰黄 灰 白 2m m 以下の黒・灰色の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

2 8 土 師器 賓
口緑

SA 2 ナデ　 スス付着 ナデ にぷい黄橙 にぷい草橙 4m m 以下の黄灰・灰褐の粒

2 9 土 師器
窯

口緑～月同部
SA 2

1 5 ．1

1 2 ．3

5 ．2

5 ．2 10 ．9

ナデ ナデ　 粘土の継ぎ目 にぷい黄橙 暗灰貴
司萱
4．5m m 以下の暗灰黄色の粒
2．5m m 以下の褐色の砂粒

3 0 土 師器 窯
口縁

SA 2 ナデ　 スス付着 ナデ 灰黄 にぷい黄橙 1m m 以下の透明光沢粒

3 1 土 師器
聾

口緑
SA 2 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄オ萱

灰黄
1m m 以下の黒の砂粒

3 2 土 師器
≡藍
口緑

SA 2 ナデ　 スス付着 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2m m 以下の灰色・黒の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

3 3 土 師器 嚢
口縁～頭部

SA 2 ナデ ナデ 浅黄橙 橙 4mm以下の褐・灰白色の砂粒

3 4 土師器
▼＝ゴこコさ宜E S A 2 ナデ　 刻み 目突帯 ナテ㌻　手旨頭痕 橙 橙 1．5mm以下の褐・赤褐色の砂粒透明光腫

口緑～月同部 工具痕 ．スス付着 粘’土の継 ぎ目 黄灰 黄灰・灰 3mm 以下の柱状の黒色光沢粒

3 5 土師器 士璽E
至頸部～月同部

S A 2 ナデ　 スス付着 ナデ　 粘土の継ぎ目 浅黄橙 にぷい黄橙 1．5mm以下の灰色と光沢の砂粒

3 6 土師器 ・＝量＝さ璽E
月同部

S A 2 パケ 目　 黒斑 ナデ 灰黄 灰 白 1m m 以下の黒の砂粒

3 7 土師器
士璽E

口緑～底部付近
S A 2 ナデ　 パケ目　 黒斑 ナデ　 手旨頭痕

粘土の継ぎ目　 黒斑
橙 貴司萱
暗黄灰

1．5mm以下の黒灰色　2．5mm以下の
乳白色の砂粒　 光沢粒

3 8 土師器 ーこヨヒr璽E
口緑

S A 2 14 ．5

1 1 ．3

横 ・斜方向のナデ 横ナデ 浅黄橙 浅黄橙 2m m 以下の黄褐色の砂粒

3 9 土師器
士宜E

月同部～底部
S A 2 ナデ　 ミガキ ナデ　 粘土の継ぎ目 明黄褐 明黄褐 3mm 以下の茶色・黒色光沢粒

1m m 以下の透明光沢粒

4 0 土師器
・＝土ゴ．重臣

口緑～月同部
S A 2 横ナデ　 黒斑 ナデ　 パケ 目 黄橙 淡黄 1．5m m 以下の黒色光沢粒

1m m 以下の茶色の砂粒

4 1 土師器 士璽E
完形

SA 2 9 ．8 ナデ　 指頭痕　 黒変 ナデ　 指頭痕 にぷい黄橙 橙 3m m 以下の黒色光沢粒
灰褐・灰自・黄褐・黒褐・無色透明の粒

4 2 土 師器
・＝±ゴ．璽E

口緑～底部
SA 2 7 ．8 5 ．9 10 ．4 ナデ ナデ　 指頭痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm以下の透明・灰自・黒い砂粒

4 3 土 師器 －＝量＝．璽E
口緑

SA 2 横ナデ 横ナデ 浅黄橙 浅黄橙 1．5m m 以下の灰と黒の砂粒

4 4 土 師器 －＝量こご・璽E
口緑

SA 2 ナデ 横ナデ 浅黄橙 浅黄橙 2m m 以下の褐色の砂粒
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91．5m

2号住居跡埋土土層注記

1　黒褐色土

2　黒褐色土

3　暗褐色土

4　暗褐色土

5　淡褐色土

6　褐色土

7　暗褐色土

しまりなく、乾燥すると脆く崩れる。白のパミス（1～3mm）を含む。

白・橙色のパミス（1～3mm）を含む。

砂質。橙色のパミス含む。

炭化物細粒を多く含む。

砂質。炭化物粒を含む。

炭化物粒含む。完形土器はこの層から出土する。暗褐色ブロック（やや硬）を部分的に含む。

アカホヤブロック、炭化物粒を含む。

第8図　　2号竪穴住居跡（1／60）

47・48は鉢で、粗いナデ調整である。

51～65は高杯である。53は倒位で、57・58は逆立位で、北東隅床面直上から出土した。

形態的バリエーションが多様であり、師部と脚部に分けて分類する。

師部a　浅い体部に直線的な口緑部が付き、稜が明瞭なもの。（51～53）

b　やや深さの有る体部に大きく延びる直線的な口縁部が付くもの。（54～56）

C　やや深さの有る体部に大きく外半する口緑部が付くもの。（57～59）

d　全体に丸みを持ち、稜の不明瞭なもの。（60）
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第9図　　2号竪穴住居跡土器出土状況（1／20）

脚部a　やや開き気味の直線的な脚に強く内湾する伏鉢状の裾部が付くもの。（51）

b　やや開き気味の直線的な脚に強く屈曲する直線的な裾部が付くもの。（52・53）

C　滑らかな「八」字形を呈し、裾部との区分が不明瞭なもの。（55・56・58）

さらに、師部と脚部の接合法には、粘土塊の充填と脚の貼付けの2通りが見られる。

66・67は須恵器である。66は坪身で、たちあがり部のみ残存する。端部には段を残す。TK47に相

当する。67は窯胴部で、外面に平行タタキ、内面は同心円当て具痕をナデ消している。

68は鉄器片である。直線と円弧の組合せから半月形をなすと思われるが、欠損のため全体形は不明で

ある。厚さ2mm。端部は平坦な仕上げで刃部等は確認されない。用途不明である。

69は砂岩製の磨石で、側端部に顧打痕が見られる。70は貢岩製の打製石斧で、両面からの大まかな剥

離をほぼ全周に施している。
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第10図　2号竪穴住居跡出土土器（1）（1／4）
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第11図　2号竪穴住居跡出土土器（2）（1／4）
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第12図　　2号竪穴住居跡出土土器（3）・鉄器（66・67は1／3、68は1／2、他は1／4）
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第13図　　2号竪穴住居跡出土石器（1／2）

3号住居跡（第14図）

2号住居跡の北側約5m、調査区外の道路下に逃げるかたちで、プランの約3分の1を検出した。一

辺約4．2mの方形プランで、検出面からの深さは約1mを測る。主柱穴は4基と思われるが、そのうち2

基を検出した。貼り床は見られず、焼土・炉跡も確認されなかった。遺物は、床面直上で数点出土した

他は、埋土中位の第5層から破片が多数出土した。

71～74は聾である。71～73は、明確な接点がないものの同一個体と思われる。薄手の器壁にタタキ

が施される。74は、口径が胴部最大径を上回る。

75・76は壷で、接点は見られないものの同一個体と思われる。薄手の器壁で頚部に刻み目貼付け突帯

を持つ。77の貼付突帯上の交差刻みには、先行のもの（左下り）のみ布の押圧痕が認められる。

79～82は、小破片のため窯か壷かの判断をし得ない。やや肥厚するもの、先細りのもの、外半し口唇

部を外に折り返すものが見られる。

84～86は高杯である。84は、円柱状の脚に伏鉢状の裾部が付く。85は裾部で、内側に屈曲し稜を有す。

87は脚付の鉢で、口縁が小さく外半する。器面は丁寧にミガキが施される。床面直上から出土した。

88～94は杯である。体部は一様に丸みを持ち、口唇部を丸く仕上げるもの、口緑部下で短く内湾する

もの、先細りの口緑が小さく外半するものなどが見られる。

95は須恵器で、有蓋高杯の蓋である。床面直上から出土している。口径は12．2cmで、鋭い稜と口縁部

端の段を有す。つまみを持つ天井部は、その3分の2程度まで回転へラケズリが施される。TK23に相

当する。
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3号住居跡埋土土層注記

1　黒褐色土　しまりなく、乾燥すると脆く崩れる。白色

のパミス（1～3mm）を含む。

2　黒褐色土　白・橙色のパミス（1～3mm）を含む。

3　暗褐色土　砂質。橙色のパミス含む。

4　暗褐色土　炭化物細粒を多く含む。

5　淡褐色土　砂質。炭化物粒を含む。

6　褐色土　　炭化物粒含む。完形土器はこの層から出

土する。暗褐色ブロック（やや硬）を部

分的に含む。

7　暗褐色土　アカホヤブロック、炭化物粒を含む。

0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　20cm

L＿＿」＿＿＿L＿⊥⊥「＿＿＿＿＿　‥＿＿＿＿＿・　　　　　　　　　　】

（1：4）
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（1：3）

第14図　　3号竪穴住居跡（1／60）、出土土器（95は1／3、他は1／4）
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第15図　　4号竪穴住居跡（1／60）

4号住居跡（第15図）

調査区中央南寄りの位置に検出した。4．6×4．4mの方形プランで、検出面からの深さは50cmを測る。

床は貼り床で、その上画では柱穴を検出し得なかった。貼り床を除去した時点で、柱穴4基と浅い土坑

状の落ち込みを2カ所検出した。しかし、柱穴の配置は通有の2本柱や4本柱のような対称的なもので

はなく、いまひとつ不確定要素を残す。埋土はレンズ状の堆積を示し、貼り床面から多少浮いた状態（第

5層中）で、ほぼ完形の鷺・壷・ミニチュア土器が出土している。

96～105は窯である。96は、明瞭に屈曲する頚部を有し、底部は小さな平底となる。口唇部は平坦に

仕上げ、器面調整は粗いナデ、胴部には指頭痕が多く残る。口径と胴部最大径はほぼ等しい。99・100は、

接点が見られないものの同一個体と考えられる。長胴で、底部は尖底に近い丸底となる。105は丸底で、

底部を含めた外器面にはタタキが施される。

106～115は壷である。106は球胴に尖底に近い小さな平底を持ち、内器面に粘土の輸積み痕を残す。

112・113は胴部片で、パケ目が明瞭に観察される。114は、分厚く突出した小さな平底である。

116～121は高杯である。師部は屈曲が明瞭で、内外面は細かなミガキ調整である。脚部は、円柱状の

脚に強く屈曲する短い裾部が付く。

122・123は鉢、124～129は小型の鉢・手づくね小坪である。平底と丸底の両者が見られる。

130は砂岩の敲石で、中央部に顧打痕が見られる。131は砂岩の石皿で、表面は研磨による滑面となる。

30cmを超す大きさと思われるが、幅5cm程度の小片に砕けている。
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第16図　4号竪穴住居跡出土土器（1）（1／4）
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譲
第17図　4号竪穴住居跡出土土器（2）・石器（130は1／2、他は1／4）
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第2表　上の原第3遺跡出土土器遣物観察表（2）

遣　 物

番　 号
種　 別

器　 種

部　 位

出　土

地 点

法　　 量 （cm ） 手 法 ・調整 ・文様ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

4 5 土師器 士宜E
月同部～底部

S A 2 2 ．4 横ナデ　 工具痕　 黒変 ナデ　 パケ目　 指頭痕
粘．土の継 ぎ目

．浅黄橙 浅黄橙 3．5m m 以下の灰黄の砂粒

4 6 土師器 ・＝∃＝さ盤
頚部～底部

S A 2 3 ．0 ナデ　 指頭痕　 黒変 ナデ　指頭痕　粘土の継ぎ目 にぷい黄橙 明赤褐 1mm以下の乳白色 透明な砂粒

4 7 土師器
鉢

口緑
SA 2 ケズ リ ナデ 浅黄 灰 黄 2．5mm以下の半透明　黒色光沢粒

1m m 以下の透明光沢粒

4 8 土師器
鉢
休部

SA 2 ケズ リ　 黒斑 ナデ　 粘土の継ぎ目 黄 灰 浅黄 2．5mm以下の半透明　黒色光沢粒
1m m 以下の透明光沢粒

4 9 土師器 鉢
体部～底部

SA 2 4 ．9 ナデ　 手旨頭痕
粘土のかえり　スス付着

工具ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2m m 以下の黒色光沢粒

5 0 土 師器
鉢

体部～底部
SA 2 5 ．9

ナデ　 粘土の継ぎ目
黒斑

剥離 暗灰黄 × 2m m 以下の赤褐色粒

5 1 土師器 高j不
J不部～裾部

SA 2 2 0 ．6 15 ．3 16 ．2 ナデ　 黒斑 ナデ　 工具痕 オ萱
明黄褐

橙
にぷい黄橙

微細～0．5mmの透明・黒色光沢粒
2mm 以下の灰白・褐灰の砂粒

5 2 土師器
高j不
完形

SA 2 1 7 ．0 1 1 ．6 12 ．6 ナデ ナデ 橙 橙 光沢微細粒

5 3 土師器
高J不
完形

SA 2 14 ．6 10 ．3 12 ．9 横ナデ 横ナデ 橙 橙 微細な透明光沢粒
1mm以下の灰色・乳白色の砂粒

5 4 土師器 高j不
j不部～脚部

SA 2 19 ．9 ナデ　 ミガキ ミガキ　 横ナデ 浅黄 浅黄
明黄褐

1．5m m 以下の半透明光沢粒
黒色光沢粒

5 5 土師器
高j不 SA 2 2 0 ．7 14 ．0 16 ．2

横ナデ　 ミガキ 横ナデ　 ミガキ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2mm以下の柱状で黒く光る砂粒
ゴ不部～裾部 才旨頭痕　 黒斑 粘土の継 ぎ目 微細な無色透明光沢粒

5 6 土師器 高j不 SA 2 2 2 ．4 14 ．5 16 ．8
ナデ　 ミガキ ナデ　 黒斑　 指頭痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 微細な透明・黒色光沢粒

完形 黒変　 黒斑 粗いナデ 2mm以下の黒・灰・乳白・褐色の砂粒

5 7 土 師器 高j不
j不部

SA 2 2 7 ．7 横ナデ　 ミガキ
手旨頭痕

横ナデ　 ミガキ　 黒斑 にぷい黄橙

にぷい橙

浅黄

にぷい黄橙
極く細かな透明光沢粒
1m m 前後の茶・褐・黒色粒

5 8 土 師器
高j不 SA 2 2 2 ．8 13 ．7 1 5 ．2

ナデの後にミガキ ナデの後にミガキ　風化気味 橙 にぷい黄橙 3m m 以下の黒色光沢粒
完形 粘土の継 ぎ目　 黒斑 工具ナデ　粘土の継ぎ目　黒斑 にぷい黄橙 2mm 以下の灰色・橙色の砂粒

5 9 土 師器 高j不
J不部

SA 2 18 ．2 横ナデ　 黒斑 横ナデ　 ミガキ
手旨頭痕　 黒斑

浅黄橙 浅黄橙 2mm以下の灰・黒・褐色の砂粒
1m m 以下の透明黒色光沢粒

6 0 土 師器 高j不
J不部

SA 2 17 ．8 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 1mm 以下の黒・灰白の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

6 1 土 師器
高J不
J不部

SA 2 ナデ　 手ガキ ナデ 橙 橙 3mm以下の半透明光沢粒　赤褐色粒

1m m 以下の黒色光沢粒

6 2 土 師器 高j不
脚部

SA 2 ナデ 粗いナデ　 粘土の継ぎ目 にぷい黄橙 にぷい黄橙 2m m 以下の半透明光沢粒
1m m 以下の黒色光沢粒

6 3 土 師器 高ゴ不
脚部

SA 2 横ナデ ナデ　 粘土 のかえ り 橙 黒褐 0．1m m 以下の透明光沢粒
橙色・黒色・白色の砂粒

6 4 土 師器
高ゴ不
裾・部

SA 2 14 ．3 横ナデ 横ナデ　 指頭痕 浅黄橙 浅黄橙 2mm以下の灰黄褐色・褐色・灰白色
透明光沢の砂粒

6 5 土 師器 高ゴ不
裾部

SA 2 横ナデ 横ナデ 浅黄橙 浅黄橙 1mm以下の黒色・灰白色の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

6 6 須 恵器 J不身
口緑

SA 2 ナデ ナデ 灰オリーブ 灰オリーブ 1mm以下の黄褐・灰自・褐の砂粒

6 7 須恵器
葉
月同部

SA 2 平行タタキの後ナデ 同心 円当て具痕 の
上 をナデ消 し

灰 灰 1mm以下の乳白色・黄褐・灰白の
砂粒

7 1 土 師器 襲
口緑

SA 3 タタキ の後ナデ
スス付着

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の灰褐色・褐色の砂粒
5m m の褐灰の粒

72、73と
同一

7 2 土師器
…藍
月同部

S A 3 タタ キの後ナデ

スス付着
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の灰褐色・褐色の砂粒

5m m の褐色の粒
71、73と
同一

7 3 土師器 聾
月同部

S A 3 タタ キの後ナデ
スス付着

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の灰褐色・褐色の砂粒
5m m の褐色の粒

71、72と
同一

74 土師器
窯

口緑 ～月同部
S A 3 18 ．5 横ナデ　 スス付着 横ナデ　 工具痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 4m m以下の褐・黒褐色の砂粒

7 5 土師器
士彗E
口緑

S A 3 10 ．7

1 3 ．3

14 ．9

8 ．2 1 1 ．9

横ナデ　 スス付着 横ナデ にぷい黄橙 橙 0．5mm以下の褐色砂粒透明光沢粒
1．5mm以下の柱状の黒色光沢粒

76と同一

7 6 土師器 士璽E
空頁部～月同部

S A 3 横ナデ　 刻み目突帯
ス ス付着

横ナ デ　 指頭痕 にぷい黄橙 橙 3mm以下の褐色・黒色砂粒透明光沢粒
1．5mm以下の柱状の黒色光沢粒

75と同一

7 7 土師器
・－＝量ゴ．盤
頚部

S A 3 ナデ　刻み目突帯
／方向の布目押圧刻みの後
＼方向の工具による刻み

ナデ　 指頭痕 黄橙 黄橙 4m m 以下の灰・褐色砂粒
2mm 以下の灰自・灰・褐色砂粒

7 8 土師器
士盤

胴部～底部付近
S A 3 粗 いナデ 粗 いナデ にぷい橙 にぷい橙 1m m 以下の透明光沢粒

1m m 以下の黒色光沢粒

7 9 土師器 ヨ藍
口緑

S A 3 横 ナデ　 スス付 着 横 ナデ 浅黄橙 にぷい黄橙 4mm 以下の褐・黒褐色の砂粒

8 0 土師器
聾

口緑
S A 3 横 ナデ　 スス付 着 横ナデ 浅黄橙 淡黄 3m m以下の灰・褐色の砂粒

8 1 土師器
賓
口緑

S A 3 横 ナデ　 スス付 着 横ナデ 浅黄橙 淡黄 2mm 以下の褐・黒褐色の砂粒

8 2 土師器 士璽E
口緑

S A 3 ナデ 横ナデ 浅黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の灰・褐・赤褐色の砂粒

8 3 土師器
高j不
j不部

S A 3 横 ナデ　 工具痕 風化気 味 にぷい橙
黄オ萱

黄橙 1．5m m 以下の茶色の砂粒

8 4 土師器 高j不
脚部～裾部

S A 3 ナデの後ミガキ （単位不明）
黒斑

ケズリ　 ナデ　 黒斑 黄橙 黄橙
4萱
2mm以下の茶色・透明光沢の砂粒

8 5 土師器
高J不
裾部

S A 3 横 ナデ　 スス付着 横 ナデ　 黒斑 橙 にぷい黄橙 1mm以下の茶・黒・灰白の砂粒

0．5m m 以下の透明光沢粒

8 6 土師器
高ゴ不
裾・部

S A 3 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 1mm以下の灰白・茶黒色の砂粒
1m m 以下の黒色光沢粒

8 7 土師器 脚付鉢
完形

S A 3 横ナデ　 ミガキ　 黒変 ナデ 明黄褐 橙 3m m 以下の茶色の砂粒
2mm以下の透明光沢・黒色光沢粒

8 8 土師器 j不
口緑～体部

S A 3 1 3 ．6 ナデ ナデ 橙 橙 精 良

8 9 土師器
J不

口緑～体部
S A 3 ミガキ　 風化気 味 ミガキ 橙 橙 精 良
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第3表　上の原第3遺跡出土土器観察表（3）

遣　 物

番　 号
種　 別

器 ．種

部　 位

出 土

地 点

法　　 量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

9 0 土師器 ゴ不
口緑

S A 3 ナデ　 パ ケ 目 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3m m 以下の赤褐色粒

1m m 以下の半透明光沢粒

9 1 土師器 ゴ不
口緑

S A 3 ナデ ナデ ． 橙 橙 精良
1m m 以下の半透明光沢粒

9 2 土師器 j不
口緑

S A 3 ナデ　 パ ケ目 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の赤褐色粒　黒色光沢粒
微細な光沢粒

9 3 土師器
ゴ不

口緑
S A 3 ナ デ ナ デ 橙 暗灰黄 精良

1m m 以下の半透明光沢粒

9 4 辛師器 鉢
底部

S A 3 6 ．0
ナデ　 パケ 目
木の葉底　 スス付着

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm以下の茶・黒色・灰色の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

9 5 須恵器 蓋

つまみ～口緑
S A 3 12 ．3 ナデ　 回転ケズ リ

自然寒由
横ナ デ 灰 灰 3m m 以下の灰白の粒

精良

9 6 土 師器
嚢

口緑 ～底苦β
SA 4 2 1 ．0 2 ．4 2 7 ．5 ナデ　 工具ナデ

手旨頭痕　 ススイ寸着
横ナデ　 指頭痕　 黒斑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 4．5m m 以下の褐色の砂粒

9 7 土 師器 賓
口緑～月同部

SA 4 ナデ 横ナデ　 粘土の継ぎ目 浅黄 灰黄 0．5m m ～2mm の透明光沢粒
黒色光沢粒

9 8 土 師器 襲
口緑～月同部

S A I4 横ナデ　 黒変 横ナデ　 ハヶ月 灰 浅黄 1～3mmの灰・淡黄・茶・褐色の砂粒

9 9 土 師器
聾

口緑
SA 4 ナデ　 粘土の継ぎ目 工具ナデ 浅黄 浅黄 微細な透明の光沢の粒と2．5mm

以下の褐灰・灰褐・にぷい褐の粒
100と同一

10 0 土 師器 嚢
月同部 ～底部

SA 4 ナデ　 指頭痕　 スス付着 ナデ 浅黄，
灰黄

灰黄 3mm以下のにぷい褐・橙・褐灰の粒
微細な透明光沢粒

99と同一

10 1 土 師器
…藍

口緑
S A 4 ナデ ナデ 浅黄 淡黄 1～2m m の灰・茶・褐の粒

1mm以下の半透明光沢粒黒色光沢粒

10 2 土 師器
賓

口緑
SA 4 ナデ　 スス付着 ナデ 浅黄橙 黄橙 1～2．5m m の灰・褐色の粒

半透明光沢粒

10 3 土 師器 葉
口縁

SA 4 ナデ　 スス付着 ナデ 浅黄橙 淡黄 ． 1～3mm の灰・茶・褐色の粒
1m m 以下の光沢微細粒

10 4 土 師器
蜜

月同部～底部
SA 4 4 ．7 パケ 目　 スス付着 パケ 目 にぷい黄橙 橙 2mm 以下の褐色・灰褐色粒

10 5 土 師器 寒
月同部～底部

SA 4 ナデ　 平行タタキ

スス付着　底部外面　タタキ
ナデ　 指頭痕 明黄褐 浅黄橙 微細な透明・半透明・黒色光沢粒

2mm 以下の黒・灰・茶の粒

10 6 土 師器 －＝量＝さ璽E
完形

SA 4 15 ．4 3 0 ．0 ナデ　 風化気味　 黒斑 ナデ　 粘土の継ぎ目
黒斑

橙
黄4萱

貴司登
明黄褐

3mm以下のにぷい黄橙・赤褐及び褐灰の粒

1mm以下の透明及び黒色光沢粒

10 7 土 師器
・＝ゴ±ゴ．璽E

口緑～頚部
SA 4 ナデ　 工具痕 横ナデ にぷい黄橙 明黄褐

にぷい黄橙
2m m 以下の灰色の砂粒

10 8 土 師器 ・＝ニlニご．璽E
口緑

SA 4 16 ．6 ナデ　 スス付着 ナデ　 スス付着 にぷい黄橙 にぷい黄橙 2．5m m以下の灰・茶色の砂粒

10 9 土 師器
・＝土ゴ・宜E
璽頁部

SA 4 ナデ　 黒斑 ナデ　 黒斑 浅黄 灰黄 微糸田な透明光沢粒．
3mm以下の褐色・灰・乳白色の砂粒

1 10 土 師器 士重臣
口縁

SA 4 10 ．0 パケ 目の後ナデ パケ 目の後ナデ 浅黄 浅黄橙 1m m 以下の黒・灰色の砂粒

1 1 1 土師器 士宜E
月同部～底部

SA 4 ナデ　 パケ 目
工具痕　 黒斑

ナデ　 工具ナデ　 指頭痕 橙 橙 1．5m m以下の黄白・灰色砂粒
透明光沢粒

1 12 土師器
・＝土ご璽E
月同部

S A 4 パケ 目 ナデ 明黄褐 淡黄 微細な透明・黒色光沢粒
1mm以下の黒・灰・乳自・茶・褐色の粒

1 13 土師器 －＝ヒ璽E
月同部

SA 4 パケ 目 ナデ にぷい黄橙 淡黄 微細な透明・黒色光沢粒
1mm以下の黒・灰・乳自・茶・褐色の粒

1 14 土師器 ・＝量さ璽E
月同部～底部

SA 4 ナデ　 工具ナデ ナデ 浅黄 灰黄 4m m 以下の褐色・灰褐色粒

8．5m m 以下の黒色粒

1 15 土 師器
・＝ニl＝さ璽E
底部

SA 4 ナデ ナデ　 指頭痕 灰 灰 白 1mm以下の黒色・無色透明の光沢粒
4mm以下の褐色・2mm以下の浅黄色粒

1 16 土師器 高ゴ不
ゴ不部

S A 4 2 1．2 横ナデ　 ミガキ 横ナデ　 ミガキ 黄橙 橙 2mm以下の乳白色・黒色光沢・茶色の砂粒
1mm以下の透明光沢・白色の砂粒

1 17 土師器 高j不
j不部

S A 4 ミガキ ミガキ　 工具ナデ

1 1 8 土師器
高j不
j不部

S A 4

12 ．6

1 1．8

4 ．5 7 ．1

ミガキ ミガキ 橙 橙 1mm以下の透明光沢・黒色光沢粒

121と同一

120と同一

手づくね

1 1 9 土師器 高ゴ不
脚部

S A 4 ミガキ ナデ 橙 橙 1mm以下の透明光沢粒 黒色光沢粒

1 2 0 土師器
高ゴ不
脚部

S A 4 ナデ 工 具ナデ 淡黄 暗灰 1mm以下の茶色の粒　透明光沢粒
黒色光沢粒

1 2 1 土師器
高j不
裾部

S A 4 横 ナデ　 黒 斑 横 ナデ　 黒斑 浅黄 浅黄 1mm 以下の白色・黒色光沢・
透明光沢の粒

12 2 土師器 鉢
口緑～底部付近

S A 4 ナデ 粘土の継ぎ目　スス付着横 ナデ 浅黄
灰黄

浅黄 1m m以下の褐・黒褐色砂粒
透明光沢粒　黒色光沢粒

12 3 土師器
鉢

口緑～底部
S A 4 9 ．1 横 ナデ　 指 頭痕 横 ナデ 灰 白

灰
灰 2mm以下の灰白・灰・褐色砂粒1mm以下

の透明光構 1．5mm以下の柵の黒色光憫

12 4 土師器 鉢
完形

S A 4 7 ．1

4 ．6

ナデ　 指頭痕　 黒斑 ナデ　指頭痕　粘土の継ぎ目 浅黄橙 浅黄橙 3血肝で黄褐・灰褐甘 鮎の楯

12 5 土師器 鉢
完形

S A 4 4 ．0 5 ．9

3 ．9

ナデ　 指頭痕　 黒斑 ナデ　指頭痕　粘土の継ぎ目 にぷい黄橙
黄灰
にぷい黄橙
褐灰
3m m 以下で黄褐 ・灰褐 ・
黒褐・灰自・無色透明の砂粒

12 6 土師器
小j不
完形

S A 4 3 ．1 ナデ　 指頭痕 ナデ　 指頭痕 橙

にぷい褐

橙

にぷい褐
4m m以下の灰自・褐色の砂粒

12 7 土師器 4 jヽ不
完形

S A 4 3 ．4
ナデ　 指頭痕　 黒斑

スス付着
ナデ　指頭痕　赤色物付着 にぷい橙

にぷい橙
明赤褐

3m m以下の灰白・褐色の砂粒

12 8 土師器 鉢
完形

S A 4 6 ．8 2 ．0 6 ．3 ナデ　 指頭痕 ナデ　 指頭痕 灰黄樫
にぷい黄橙

灰黄橙 5mm以下で褐・黄褐・灰褐の粒

12 9 土師器
4 ＼J不
完形

S A 4 4 ．5 1 ．8 2 ．7 ナデ　 指頭痕　 黒斑 ナデ　 指頭痕　 黒斑
にぷい黄橙
褐灰
にぷい黄橙
褐灰
2m m 以下の茶褐色の砂粒
4mm 以下の黒褐色の砂粒

13 2 土師器 襲
口緑 ～頚部

S A 5 12 ．5 横ナデ　パケ目　スス付着 ナデ　パケ目　粘土の継ぎ目 にぷい黄橙
灰黄褐

にぷい黄橙
灰黄褐

極く細かな透明光沢粒
1mm大の褐色粒　3mm大の乳白色粒

13 3 土師器 護
口緑 ～月同部

S A 5 19 ．4 ナデ　 スス付着 ナ デ　 黒斑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 3m m 以下の半透明光沢粒
黒色透明光沢粒2．5mm以下の赤褐色粒
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第18図　　5号竪穴住居跡（1／60）

5号住居跡（第18図）

調査区中央西寄りの位置に検出された。一辺約3．8mの方形プランで、検出された竪穴住居跡の中で最

も小さなものである。検出面からの深さは約70cmを測る。貼り床は見られず、主柱穴は4基である。焼土・

炉跡等は確認されなかった。埋土はレンズ状の堆積を示し、中位から上位にかけて遺物が出土している。

132～145は窯である。肩張りせず、胴部最大径を胴中位に持つ。132は頚部が「く」字形に屈曲し、

短く外半する口緑部が付く。内器面に粘土の接合痕が残る。133・134は頚部に稜を有し、外半する口緑

部が付く。135～138は胴部から口縁部にかけて緩やかにカーブし、頚部に稜は見られない。胴部最大径

が口径を上回る。137の口縁部には、ヘラ状工具による刻線が見られる。139は138と同一個体と思われ、

丸底に近い小さな平底を呈す。

146～163は高杯である。杯部は、口緑部が緩やかに外半するもの、外傾する口縁部が僅かに内側に屈

曲するもの、外傾し直線的に延びるものが見られる。155は、成形後に意図的に口縁部を挟むように歪ませ、

楕円形状に変形させている。156は大型の高塀で、口緑部が長く延び杯部は深い。脚部はやや開き気味の

円柱形で、屈曲し大きく開く裾部が付く。j不部と脚部の接合は粘土塊の充填である。162は大きく開く裾

部で、下半部で内側に屈曲し稜を有す。

164～168は杯である。体部は丸みが強く、底部は平底と丸底の両者が見られる。

169は須恵器壷の胴部で、外面は細かな平行タタキ、内面は同心円当て具痕をナデ消している。

170は腸挟柳葉鋲で、二重逆刺と舌状の茎部を持つ。現存長8．7cm。嫉身中央に径2mmの穿孔が見ら

れる。

171は洛結凝灰岩製の石錘で、上下からの打ち欠きにより分銅形に仕上げている。
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第20図　　5号竪穴住居跡出土土器（2）・鉄器・石器（169は1／3、170・171は1！2、他は1／4）

6号住居跡（第21図）

5号住居跡の南西約16m、調査区西寄りの旧畑地境の段落ち部分に検出された。一辺約5mの方形プ

ランであるが、南西壁はやや開き気味で、北西壁は段落ち部にかかるため検出されず、正確なプランは

把握し得なかった。検出面からの深さは約45cmである。床のほぼ全面が貼り床で、柱穴は貼り床を除去

した段階で8基を検出した。主柱穴は4塞と思われ、南側柱穴間のほぼ中央の床面が被熱により赤褐色

に変色していた。出土遣物は少なく、いずれも小破片であったが、床面直上あるいは若干浮いた状態で

出土しており、住居と遣物の所属時期は近接したものと考えられる。

172～175は賓である。口縁部は、直線的に外傾し端部を平坦に仕上げるものと、緩やかに外半し端部

が丸いものが見られる。底部は、厚みを持つ尖底気味の丸底である。

176は壷で、丸底に近い小さな平底で、内外面はミガキを施す。
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第21図　　6号竪穴住居跡（1／60）

177～180は高塀である。杯部は浅く、水平に近い体部に明瞭な稜を有し大きく開く口緑部が付く。脚

部は円柱状の脚に強く屈曲する短い裾部が付く。

181・182は杯で、ともにミガキを施す。182は口緑端部が短く外半する。

183は須恵器壷で、外器面は平行タタキの後にカキ目を施している。

184は砂岩の磨石で、表裏面に研磨痕が認められる。

7・8号住居跡（第23図）

調査区西側、5号住居跡の西約20mに検出された。本遺跡中で唯一切り合った例であり、埋土土層断

面の観察から、7号を8号が切っている。

7号は、5．1×4．8mの方形プランで、検出面からの深さは約40cmを測る。床面は貼り床で、焼土等は

見られない。柱穴は、コーナー壁際に3カ所と床面南東寄りに1カ所の計4基を検出したが、主柱穴を

認定するには至らなかった。他の住居の柱穴配置を参考に積極的に推定を行えば、8号に切られた部分

に3基の柱穴を想定し、方形配置の4本柱と住居コーナーの補助柱とするのが妥当であろうか。

遣物は床面から浮いた状態で出土し、その量も少ない。185は平底の窯、186は丸底の壷である。187

～189は高杯で、比較的短い口緑部と、円柱状の長めの脚が見られる。
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第22図　　6号竪穴住居跡出土土器・石器（183は1！3、184は1／2、他は1／4）

8号は、4．0×3．5mのやや小ぶりな長方形プランで、主軸は7号と約450　異なる。検出面からの深さ

は約70cmを測り、床面は黒褐色土と褐色土の混土による貼り床である。床中央部には、直径1m・深さ

40cmの円形土坑が検出された。埋土は、焼土・炭化物を多く含み軟質であった。柱穴は検出されていない。

遺物は、土坑内および床面から約20cm程浮いた位置から出土している。

190～197は賓である。191は、口緑部が緩やかに外反するものの、やや内傾しているため口径と頚部

径がほぼ等しくなり、胴部径がそれらを上回る。193は尖底気味の平底、194～197は平底となり、196

・197は底部外面を押圧により凹ませている。
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7・8号住居跡埋土土層注記

（7号）

1　暗褐色土　アカホヤ粒を含み、炭化物を少量含む。

2　暗褐色土　1より暗い。土器を含む。

3　暗褐色土　アカホヤを多く含む。壁の崩れ込みか。

4　明褐色土　貼り床。硬質。アカホヤと褐色土の混土。

（8号）

1　黒褐色土　褐色・白色パミスを含む。

2　褐色土　　炭化物、褐色パミスを少量含む。軟質。

3　褐色土　　2層より暗い。土器片少量含む。軟質。

4　暗褐色土　3層に似るが、より暗い。軟質。

5　暗褐色土　4層より暗い。炭化物を含む。やや硬質。

6　暗褐色土　5層に似るが、褐色土を含みやや明るい。軟質。

7　暗褐色土　炭化物、褐色パミスを多く含む。土器片多。軟質。

8　暗褐色土　アカホヤ粒、褐色パミス少量含む。やや硬。

9　黒褐色土　炭化物、アカホヤを少量含む。しまり有り。やや硬。

10　黒褐色土　キメ細か。しまり有り。褐色土ブロックを若干含む。貼り床。

11暗褐色土　炭化物、焼土を含む。土器片含む。軟質。

12　黒褐色土　炭化物、焼土を多く含む。礫、土器片を含む。軟質。

第23図　　7・8号竪穴住居跡（1！60）、7号出土土器（1／4）
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第25図　　8号竪穴住居跡出土石器（1／2）

198～205は壷である。198は小型壷で、頚部径が大きく球胴・丸底である。199・200は同一固体で、

球形胴に直立する口緑部が付く。201は扇球形の胴部を持つ小型の丸底壷である。202・203は小型壷の

口緑部である。204は布目圧痕の刻み目を持つ貼付け突帯である。

206～211は高杯である。206の師部は須恵器のそれに類似し、受け部状の突出部の内側にほぼ垂直に

口縁が立ち上がり、端部は外反する。脚部は円錐形の脚に強く屈曲する裾部が付く。接合は粘土の充填

である。211の脚裾部は立ち上がりの角度が大きく、杯基部から屈曲せずに開くタイプである。

212・213は杯で、調整はミガキである。213は底部外面にへラ揃が見られる。

214は砂岩の磨石で、側面に敲打痕が見られる。215は砂岩の砥石。216は軟質の凝灰岩で、円形穿孔

が施される。用途不明。
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9号住居跡埋土土層注記

1　黒褐色土　白・褐色のパミス（1～2mm）を含む。　　　　　　5　赤褐色土　焼土。炭化物を多く含む。

2　暗褐色土　炭化物、褐色パミスを含む。土器片、礫を含む。　　6　黒褐色土　キメ細か。しまり有り。

3　褐色土　　砂質。炭化物を少量含む。　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色土　壁の崩れ込み。黒褐色土ブロック混。軟質。

4　暗褐色土　砂質。アカホヤ、炭化物を含む。土器片含む。

第26図　　9号竪穴住居跡（1／60）

9号住居跡（第26図）

調査区南西隅に検出された。6．1×4．8mの長方形プランで、南西コーナーがわずかに張り出す。北東

コーナーには、時期不明の土坑が住居を切っていた。検出面からの深さは約30cmで、貼り床は見られな

かった。柱穴は方形配置の4基の他に、中央やや東寄りに1基を検出した。床面中央やや南寄りの位置

に焼土が見られた。遺物は、床面から10～20cm浮いた状態で出土している。

217～226は鷺である。頚部から口緑部にかけて緩やかに外反するが大きくは開かず、胴部最大径が口

径を上回る。220は、球形の胴部に直立気味の口縁部が付く。頚部と口唇部には明瞭に指頭痕が残る。底

部はやや厚みのある平底である。内器面には粘土の輸積み痕が残る。

227・228は壷である。ともに頭部に貼付け実帯を有し、227はその大部分が剥離している。突帯下に

刻みを施した際のへラ痕が残る。肩部はあまり張らず、長胴となると思われる。228は突帯上の刻み目に

布痕が見られ、内器面には粘土の輸積み痕が残る。

229・230は高杯で、口緑部が長く延びて深さのある杯部と、円錐形の脚である。

231・232は杯で、口緑部下にやや不明瞭ながら稜を有す。232は口緑部が内湾する。

233・234は須恵器の壷で、外面に平行タタキ、内面に同心円当て具痕を残す。

235は砂岩の顧石で、側面に明瞭な敲打痕が見られる。
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第27図　9号竪穴住居跡出土土器・石器（233・234は1／3、235は1／2、他は1／4）
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第28図　10号竪穴住居跡（1／60）

10号住居跡（第28図）

5号住居跡の東側2mに隣接して検出された。一辺約4mの方形プランで、検出面からの深さは約

70cmを測る。貼り床は見られず、焼土・炉跡等も確認されなかった。柱穴は5基を検出したが、東西壁

際の2基が主たるものと思われる。遣物は、床面から浮いた状態で埋土の中位から出土している。

236～245は窯である。236・237は同一個体で、長胴に尖底気味の平底を持ち、底部外面にへラ状工

具による押圧が見られる。頭部に貼付け突帯を有したと思われるが、全て剥離しており剥離痕と刻み目

施文時のへラキズが残る。頚部で明瞭に屈曲する口緑は、外反して端部を丸く仕上げる。242～245は底

部で、平底と尖底気味の丸底が見られるが、243は底部外面を押圧により凹ませている。

246～248は壷である。246・247は接点が見られないものの同一個体である。外傾する二重口緑で、

頚部に貼付け突帯を有し、布痕を残す刻み目を施す。248はミニチュアの丸底壷である。

249～257は高坪である。250は明瞭な稜を有する杯部で、口縁部は内湾気味で深さを持つ。252～

254は脚部で、短脚で円錐形を呈す。255は丸みを持つ伏鉢形の裾部である。

258～260は鉢である。258・259は同一個体で、口縁部は内湾する。
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第29図　10号竪穴住居跡出土土器（1／4）

ー41－



第4表　上の原第3遺跡出土土器観察表（4）

遣　 物

・番　 号

種　 別
器　 種

部　 位

出 土

地 点

法　　 量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

1 34 土師器 寮
口緑～月同部

S A 5 24 ．2 ナデ ナデ 明黄褐
橙
明黄褐
橙
5m m 以下の褐灰・灰褐の粒

1 3 5 土師器
窯 S A 5 1 7 ．1 ナデ　 粘土のかえり ナデ　 手旨頭痕 にぷい黄橙 明黄褐 5mm 以下の褐灰・灰黄褐の粒

口緑～月同部 工具痕　 スス付着 粘土の継 ぎ目 にぷい黄褐 2mm 以下の褐灰・透明光沢粒

1 3 6 土師器 襲
口緑～月同部

S A 5 2 1．8 ナデ　 指頭痕　 黒斑 ナデ　 指頭痕　 黒斑
粘．土の継 ぎ目

橙
にぷい黄橙

灰黄
橙
5m m 以下の茶褐色の粒と
灰色の粒

1 3 7 土師器 賓
口緑

S A 5 ナデ　 線刻　 工具痕 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
橙
5m m 大の灰褐の粒
3mm 以下の灰褐・褐灰の砂粒

1 3 8 土師器
襲

口緑～月同部
S A 5 2 2 ．3 横ナテ亡　妻旨頭痕

粘土の継ぎ目　スス付着
横ナデ　 パケ目　指頭痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 5mm 以下の茶色・灰色の砂粒139と同一

1 3 9 土師器 窯
胴部～底部

S A 5 3 ．0 ナデ　 指頭痕　 スス付着 パケ 目の後ナデ にぷい畢橙 にぷい黄橙 5mm以下の灰色・黒・赤褐の砂粒138と同一

14 0 土師器
嚢

口緑
S A 5 横ナデ　 粘土のたるみ

スス付着
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2mm以下の灰・褐・透明光沢粒

5m m の茶色粒

14 1 土師器 襲
口緑

S A 5 ナデ　 粘土のたるみ
スス付着

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 4m m 以下の灰 ・褐色粒

14 2 土師器 嚢
口縁

S A 5 ナデ　 風化気 味 ナデ　 風化気味 にぷい黄橙 浅黄橙 2mm 以下の茶・灰・乳白色の粒
透明光沢粒　柱状の黒色光沢粒

14 3 土師器
賓

口緑
S A 5 ナデ ナデ 淡黄 淡黄

ll
2mm以下の褐色の砂粒　透明光沢粒
黒色光沢粒

14 4 土師器 ・＝士ゴ．重臣
口緑 ～頚部

S A 5 15 ．1 横 ナデ　 工具痕 横 ナデ　 才旨頭痕
粘土の継ぎ目　 スス付着

にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm 前後の乳白・うす茶・褐・
黒色光沢・透明光沢粒

14 5 土師器 士・…＝
口緑

S A 5 ナ デ ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2m m以下の淡黄色の砂粒
半透明光沢粒　 黒色光沢粒

14 6 土師器
高j不
j不部

S A 5 2 2 ．6 横 ナデ 横 ナデ　 指頭痕 明黄褐 黄橙 2m m 以下の黒色光沢砂粒

14 7 土師器 高j不
j不部

S A 5 18 ．1 ミガキ　 ナ デ ミガキ　 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 精良 （微細な光沢粒を含む）

14 8 土師器 高j不
j不部

S A 5 横ナ デ　 ミガ キ ミガキ　 炭化物付着 明黄褐
淡黄
にぷい黄橙 1mm以下の透明光沢・黒色光沢の楯

14 9 土師器 高ゴ不
j不部

S A 5 工具ナデ ナデ 橙 橙 2mm 以下の乳白色粒　橙色粒
微細な光沢粒

15 0 土師器 高j不
j不部

S A 5 横 ナデ　 手旨頭痕
赤変　 スス付着

横 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm 以下の黒色・透明光沢砂粒

15 1 土 師器 高J不
j不部

S A 5 ナ デ　 赤変 ナデ　 赤変 明黄褐
橙
明黄褐
オ萱
1．5mm以下の乳白色・1mm以下の黒色光沢
透明光沢・茶色・白色の砂粒

15 2 土 師器
高j不
j不部

S A 5 ナ デ　 黒斑 ナデ にぷい黄橙 にぷい橙 精良 （微細な光沢粒を含む）

15 3 土 師器 高J不
ゴ不部

S A 5 ナ デ ナデ　 黒斑 橙 橙 3m m 以下の褐色粒
1mm以下の黒色・透明光沢粒

15 4 土 師器 高ゴ不
J不部

S A 5 ナデ　 黒斑 ナデ　 黒斑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 精良
（2mm以下の半透明光沢粒を含む）

15 5 土 師器
高j不
ゴ不部

S A 5 2 0 ．4 ナデ　 風化気味 パケ目　風化気味　 黒斑 黄橙
橙
貴司登
橙
2m m 以下の灰色の砂粒
4mm 以下の明褐色の砂粒

15 6 土 師器 高j不
j不部

SA 5 2 9 ．2 ミガキ（風化の為単位不明） ナデ　 風化気味　 黒変 橙 にぷい黄橙 3mm以下の茶色・2mm以下の透明光沢
1mm 以下の黒色光沢の砂粒

15 7 土 師器
高j不
ゴ不部

SA 5 ミガキ ナデ　 黒変 にぷい黄橙 黒 精良 （微細な光沢粒を含む）

15 8 土 師器 高ゴ不
ゴ不部

SA 5 ナデ ナデ 橙 にぷい黄橙 0．5m m 以下の褐色粒
2m m 以下の半透明光沢粒

15 9 土 師器
高j不
脚部

SA 5 丁寧なナデ　 ミガキ
黒変

ナデ にぷい橙 浅黄橙
黄灰
1mm以下の赤褐色砂粒透明光沢粒

1 6 0 土 師器 高ゴ不
脚部

SA 5 ミガキ　 黒変 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1．．5mm以下の灰白・赤褐・黒色砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

16 1 土 師器 高j不
脚部

SA 5

14 ．3

12 ．2

6 ．6

ミガキ ナデ にぷい黄橙 浅黄橙 1．5mm以下の黄白・赤褐色砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

16 2 土 師器
高J不
裾部

SA 5 横ナデ　 風化気味　 黒斑 横ナデ 橙 明黄褐 1．5mm以下の茶色・黒色光沢の砂粒

1m m 以下の透明光沢の砂粒

16 3 土 師器 高J不
裾部

SA 5 ナデ 横ナデ 淡黄 浅黄 1mm 以下の褐・黒色砂粒

16 4 土 師器 j不
口緑～底部

SA 5 8 ．2 ナデ　 工具痕　 黒変 ナデ　 黒変 浅黄橙 浅黄橙 1．5m m 以下の赤褐の砂粒

16 5 土 師器
ゴ不

口緑～底部
SA 5 12 ．6 5 ．0

4 ．6

3 ．3

6 ．8 ナデ　 黒変 ナデ　 黒変 浅黄オ萱
黒

灰
オリーブ・黒

2m m 以下の褐の砂粒

1 6 6 土 師器 j不
口緑～体部

SA 5 12 ．4 ナデ　 黒変 ナデ 淡黄
黄灰
浅黄橙 2mm以下の黒く光沢のある砂粒

1m m 以下の赤褐の砂粒

1 6 7 土 師器 j不
口緑～体部

SA 5 ナデ ナデ　 風化著 しい にぷい黄橙 にぷい黄橙 微細な透明の光沢粒
1．5m m 以下の灰白の砂粒

1 6 8 土師器
底部

SA 5 ナデ ナデ　 黒変 黄 褐 にぷい黄褐 2mm以下の乳白色・黒の砂粒
微細な透明光沢粒

1 6 9 須恵器 士宜E
月同部

S A 5 平行タタキ 円心円当て具痕の後ナデ 灰 灰 精良

1 7 2 土師器
賓

口緑
S A 6 ナデ　 粘土のかえり

黒変　 スス付着
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 4．5mm 以下の褐灰、灰白の砂粒

17 3 土師器 賓
口緑

S A 6 ナデ ナデ　 黒変 浅黄橙 にぷい黄橙 微細の透明光沢粒
1m m以下の褐灰、灰白砂粒

17 4 土師器 賓
口緑

S A 6 横 ナデ　 スス付着 横 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
橙
2m m以下の褐灰、灰白砂粒
微細 の透 明光 沢粒

17 5 土師器
≡藍

月同部 ～底部
S A 6 ナデ　 黒変　 スス付着 工 具ナデ にぷい黄橙 浅黄 4m m以下の黄灰、褐の砂粒

17 6 土師器 －＝量こ二．・宜E
底部

S A 6 ミガキ ナデ　 ミガキ　 黒斑 浅黄 浅黄 1 m m 以下の灰色の砂粒
微細 の透 明光沢粒

17 7 土師器 高j不
ゴ不部

S A 6 ナデ ナ デ 淡黄 淡黄 きめ細かな光沢微細粒
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第5表　上の原第3遺跡出土土器観察表（5）

遣　 物

番　 号
種　 別

器　 種

°
部　 位

出 土

地 点

法　　 量 （c m ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 ‘面

17 8 土師器 高ゴ不
脚部

S A 6 ナデ ナデ 橙
にぷい黄橙

灰 微細 の透 明光沢粒

1mm以下の灰自　浅昔褐灰の砂粒

17 9 土師器
高j不
脚部

SA 6 丁寧なナデ　 指頭痕 ナデ　 粘土の継ぎ目 淡黄 浅黄橙
　ヽ　　　　一′ヽヽきめ細かな光沢微細粒

1m m 以下の黒色光沢粒

18 0 土 師器 高j不
脚部～裾部

SA 6 12 ．6 横ナデ ナデ 浅黄橙
淡 黄

浅黄
lヽ

2 ．5 m m 以下の淡黄
赤褐　 褐灰の砂粒

18 1 土 師器 ゴ不
口緑

SA 6 ナデ　 ミガキ ナデ　 ミガキ 橙 橙
ヽ

1mm 以下の灰、黒色の砂粒

1 8 2 土 師器
j不

口緑～休部
S A 6 ナデ　 ミガキ ミガキ　 ナデ 橙 橙 1mm 以下の乳白色、黒の砂粒

1 8 3 須恵器 －＝ヒ宣E
月阿部

S A 6 平行タタキの後カキメ 同心円当て具痕 黄灰 浅黄
灰 白
精良
（1mm以下の黒色の粒を微量含む）

1 8 5 土師器
葉

月同部～底部
S A 7 5 ．3 ナデ　 指頭痕　 工具痕 ナデ　黒変　炭化物付着 浅黄 淡黄 1mm程の灰褐色、褐色、灰白色、

無色透明に光る臥 浅音色の砂粒

18 6 土師惑 ・＝土ご璽E
月同部～底部

S A 7 粗いナデ　黒変　工具ナデ 粗いナデ　 工具ナデ
工具 痕　 黒変

浅黄 黄灰 2 m m 以下のにぷい黄橙
黒　 褐色の砂粒．

18 7 土師器 高J不
j不部

S A 7 ナデ　指頭痕　 スス付着 横 ナデ ‘灰 白 灰 白
lヽ 　　ヽ
1．5mm 以下の灰白色の砂粒
1mm以下の無色透明に光る砂粒

18 8 土師器 高ゴ不
脚部

S A 7 ナデ　 黒斑 ナデ　 粘土の継ぎ目 橙

灰
橙 2mm以下の黒、灰白、褐色の砂粒
1 m m 以下の光沢粒

18 9 土師器 高j不
脚苦β

S A 7 ミガキの後 ナデ 粗 いナデ 橙 橙 1 m m 以下の黒、灰自
褐色の粒及び光沢粒

19 0 土師器 聾
口緑 ～月同部

S A 8 2 0 ．0 ナデ　 指頭痕　 スス付着 横 ナデ　 手旨頭痕
粘．土 の継 ぎ目

浅黄 淡黄 2 m m 以下 の褐色
灰褐色　 茶褐色の砂粒

19 1 土師器
襲

S A 8 18 ．1 パケ目の後ナデ　 指頭痕 ナデ　 手旨頭痕 浅黄 にぷい黄橙
　ヽ　　／　ヽ

5 m m 以下の浅黄色
口緑 ～月同部 粘．土 の継 ぎ 目 粘‘土 の継 ぎ 目 褐色　 灰褐 色粒

19 2 土師器 襲
口緑

S A 8 横ナ デ　 スス付着 横 ナデ にぷい橙 橙
ヽ

3 m m 以下の暗赤褐
褐灰 の砂粒

19 3 土師器 葉
月同部 ～底部

S A 8 ナ デ　 風化気 味 ナデ　 風化気 味 明赤褐 橙 2 m m 以下の暗赤褐
褐灰、透 明な砂粒

19 4 土師器 護
底部

S A 8 6 ．6 ナデ　 工具痕 ナデ　 黒変 黄橙
浅黄

黄灰

にぷい黄
1．5mm以下の褐灰、灰褐の砂臥
黒色、褐色光沢粒、透明光沢粒

19 5 土 師器 賓
底部

S A 8 6 ．5 ナデ　工具痕　粘土のかえり剥離 浅黄 浅黄 3mm以下の褐灰、灰褐の砂粒
2 m m 以下の透明光沢粒

19 6 ・ 土 師器
賓
底部

S A 8 4 ．5 ナデ　 底部外面方形の凹
粘．土のか え り

パケ目　放射状の工具痕 明黄褐

にぷい黄橙
明黄褐 1．5mm以下の赤褐、灰白、灰褐の砂臥

透明、黒色光沢粒：

19 7 土 師器 …藍
底部

SA 8 5 ．2 縦方向のナデ　 工具痕
スス付着　 底部外面に凹

ナデ　 工具痕　 スス付着 橙
にぷい黄

にぷい橙 2 mm以下の褐灰、灰褐の砂粒
1mm以下の透明、黒色光沢粒

19 8 土 師器 －＝ヒ宝E
完形

SA 8 1 1 ．1 12 ．3 ナデ　 スス付着
横　 斜め方向のナデ
手旨頭痕　 黒変

浅黄橙 浅黄 橙 微細な黒色光沢粒
5mm以下の茶　灰　乳白色の粒

1 9 9 土 師器 士宝E
口緑

SA 8 1 1．3 横ナデ 横ナデ 明黄褐 明黄褐
ヽヽ　　　　ヽ

1 m m 以下の赤褐の砂粒 200と同一

2 0 0 土師器 士宝E
胴部～底部付近

SA 8 ミガキ （単位不明）
ナデ　 指頭痕　 スス付着

ナデ　 指頭痕 橙 橙 1 m m 以下の赤褐の砂粒 199と同一

2 0 1 土師器 士宜E
頚部～底部

S A 8
ナデ　 黒変

ナデ 浅黄 ■明黄褐 1 m m 以下 の褐灰
明赤褐、灰白、淡昔の粒

2 0 2 土師器 士宝E
口緑～頚部

S A 8 横ナデ 横ナデ　 指頭痕 橙 橙
一i′‘、1 m m 以下 の褐灰

明赤褐の砂粒

2 0 3 土師器 士宝E S A 8 ナ ‾や 、‾‾‾寸 にぷい黄橙 浅黄橙 0．5m m の赤褐、淡黄
口緑 フ‾ ナァ 褐灰の砂粒

2 04 土師器
・＝土ご宝E
頚部

S A 8 ナデ　 刻み目突帯 （布痕）ナデ　 風化気味 にぷい黄橙 浅黄 2mm以下の黒色光沢私通明光沢粒、
灰白、淡黄、褐灰の砂粒

2 0 5 土師器 ・＝こlニさ宝E
肩部

S A 8 斜方向のパ ケ 目 ナデ　 粘土の継ぎ目 淡黄
灰
浅黄橙 1 m m 以下の明赤褐

褐 灰の砂粒

2 0 6 土師器 高ゴ不
ゴ不部～裾・苦β

S A 8

15 ．8

15 ．3

14 ．2

6 ．3

2 3 ．2

4 ．7

5 ．8

丁寧 なナデ　 黒斑 ナテP　風 イヒ気味
黒斑　 粘土の継ぎ目

橙 橙 2 mm 以下の灰色、黒の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

227と
同一か

2 0 7 土師器
高j不
ゴ不部

S A 8 ナデ　 ミガキ
風化気味　 スス付着

横 ナデ　 黒変 浅黄橙 浅黄橙
灰 白

1 m m 以下の灰の砂粒

2 0 8 土師器 高J不 S A 8 ナ ‾寸 －ヽ寸 にぷい黄橙 にぷい黄橙 2mm以下の乳白色、黒、灰色の砂粒
脚部 フ‾ ナァ

横 ナデ

褐灰 1m m 以下の透明光沢粒

2 0 9 土師器 高j不
裾部

S A 8 丁寧 なナデ にぷい橙 にぷい橙 2 m m 以下の灰白の砂粒

2 10 土師器
高j不
裾・部

S A 8 ナデ ナ デ 浅黄橙 橙 1m m 以下の灰色の砂粒

2 1 1 土 師器 高J不
裾・部

S A 8 ナデ　 風化気味 ナデ　 風化気味 浅黄橙 浅黄橙
橙
2 m m 以下の赤褐色粒
光透 明光沢粒

2 12 土 師器 鉢
口緑 一体部

S A 8 ナデ　 ミガ キ ミガキ にぷい黄橙 浅黄 精良

2 13

2 17

土 師器 ゴ不
口緑～底部

S A 8

SA 9

1 1 ．3 5

2 3 ．6

ナデ　 ミガキ
黒変　 へ ラ言己号

ナデ　 ‥方向の工具痕
ミガキ　 手旨頭痕

にぷい黄橙
褐灰

明黄褐
褐灰

1m m 以下の黒色の砂粒

土 師器 賓 ナデ　 工具ナデの後ナデ ナデ　 工具ナデ オ登 浅黄オ萱 8 m m 以下の灰褐色の粒
口緑～月同部 粘土のかえり　指頭痕　スス付着 粘土の継 ぎ目　 黒斑 浅黄オ萱 オ萱 6 m m 以下の褐色の粒

2 18 土 師器
寮

口緑～月同部
SA 9 19 ．2 横ナデ　 手旨頭痕

スス付着
横ナデ　 指頭痕 にぷい黄橙 浅黄橙 4．5m m 以下の灰褐色

黒色、橙色の粒

2 19 土 師器 ．聾
SA 9 16 ．8 ナデ　 タタキの後ナデ ナデ　 粘土の継ぎ目 橙 橙 2 m m 以下の茶褐色

口緑～月同部 パケ．目　 スス付着 手旨頭痕 にぷい黄橙 こぶい黄橙 黒褐色の砂粒：

2 2 0 土 師器 嚢 SA 9 18 ．9
縦、横方向のナデ‾
くくく　　　　一世1、

ナデ　 粘土の継ぎ目 にぷい黄橙 にぷい黄橙 1 ～ 6 m m の灰、茶
口縁～底部 口唇部　頚部に『了状の指頭痕

粘．土のかえり　スス付着
手旨頭痕 淡．黄、褐色の粒

2 2 1 土 師器
賓

口緑
S A 9 横ナデ 横ナデ　 黒斑 にぷい黄橙 にぷい黄橙 3 m m 以下 の茶褐

黒褐、灰 白の砂粒

2 2 2 土 師器 寛
口緑

S A 9 横ナデ 横ナデ 灰黄 灰黄 0．5mm 以下の茶、褐色の砂粒
0．5m m 以下の透明光沢粒

2 2 3 土 師器 窯
口緑

S A 9 ナデ　 粘土のかえり
スス付着

ナデ 浅黄橙 浅黄橙 2．5mm以下の茶、褐色の砂粒
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第6表　上の原第3遺跡出土土器観察表（6）

遺　 物

番　 号
種　 別

器　 種

部　 位

出 土

地 点

法　　 量 （cm ） 手法 ・調整 ・文様 ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内 面

2 2 4 土 師器 嚢
口緑

SA 9 ナデ　 粘土のかえり
手旨頭痕

ナデ　 指頭痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 4．5m m 以下の褐、黒褐の粒

2 2 5 土 師器 聾
口緑

S A 9
ナデ　 粘土のかえり

スス付着
ナ デ　 スス付着 にぷい黄橙 にぷい黄橙 4 m m 以下の褐色の粒

2 2 6 土 師器
襲

口緑
S A 9 ナデ　 粘土のかえり

スス付着
ナ デ　 指頭痕 にぷい黄橙 にぷい黄橙 1．5m m 以下 の灰 白

3 m m 以下の褐色の砂粒

2 2 7 土師器
－＝題こコr宣E

頚部 へノ月同部
S A 9 ナデ　 刻 み目突帯 ナデ　指頭痕　粘土の継ぎ目 暗灰黄

灰黄褐
にぷい黄橙
灰黄褐

2．5mm 以下の茶、褐色の砂粒 223と
同一か

2 2 8 土師器 ー＝ヒ竺E
口緑 ～空頁部

S A 9 1 1 ．6 横ナデ　刻み目突帯 （布痕）ナデ　横方向のパケ目の後ナデ
指頭痕　 粘土の継ぎ目

浅黄橙 浅黄橙 1 m m 以下 の灰 白
茶 褐色 の砂粒

2 2 9 土師器
高ゴ不
j不部

S A 9 ナ デ　 風化気 味 ナデ　 スス付着 浅黄橙 浅黄橙
橙
1．5m m 以下の黒い砂粒
1m m 以下の光沢の砂粒

2 3 0 土師器 高j不
脚部

S A 9 ミガキ　 風化気 味 ナデ　 指 頭痕 浅黄橙 浅黄橙 精 良

2 3 1 土師器
j不

口縁 ～底部
S A 9 17 ．4 5 ナデ　 風化気 味 ナデ　 風化気 味 橙 橙 2 m m 以下の灰色の砂粒

1m m 以下の黒色の砂粒

2 3 2 土師器 J不
口緑 ～体部

S A 9 1 5 ．0 ナデ　 風化気 味 ナデ　 風化気 味 浅黄オ萱
オ萱

橙 1 m m 以下 の黒色
灰 色、光 沢の砂 粒

2 3 3 須恵器 士宣E
月同部

S A 9 平行 タタキ 同心円当て具痕の後ナデ 黄灰 黄灰 3 m m 以下の白色の砂粒
1m m 以下の黒色の砂粒

2 3 4 須恵器
－こヨヒ亡宝E
月同書β

S A 9 平行 タタキ 同心円当て具痕の後ナデ 灰 灰 1 m m 以下の白色砂粒

2 3 6 土師器 襲
口緑～頭書β

SA lO 1 5 ．5 横 ナデ
空頁部 に突帯剥離痕

横ナデ　 剥離面多い にぷい黄橙 にぷい橙 2mm以下の白、灰白、褐、赤褐色砂粒
透明、黒色光沢粒

237と同一

2 3 7 土師器
葉

月同部～底部
SA lO 2 ．4

ナデ　 黒変
剥離 面多い

ナデ　 大部分が剥離 にぷい黄橙
にぷい橙

にぷい橙 2mm以下の白、灰白、褐、赤褐色砂粒
透明、黒色光沢粒

236と同一

2 3 8 土師器
聾
口緑

SA lO 横ナデ　 指頭痕　 黒変 横ナデ
にぷい黄橙
黒褐

にぷい黄橙 1．5mm以下の灰白色、灰黄色、灰白色
透明光沢、黒色光沢の砂粒

2 3 9 土師器 襲
口緑

SA lO ナデ　 指ナデ 横ナデ　 指ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3 m m 以下の灰褐色
黒色、透明光沢の砂粒

2 4 0 土師器
≡藍

口緑
SA lO ナデ　指頭痕　 スス付着 横ナデ 指頭痕 粘土の継ぎ目 にぷい黄橙 浅黄橙 3mm以下のにぷい橙色、灰褐色、灰白色

灰黄色、黒色光沢、透明光沢の砂粒

2 4 1 土師器
嚢
口緑

S A lO ナデ 風化の為調整不明 にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の棒状で黒色光沢、灰色
灰白色、透明光沢の砂粒

2 4 2 土師器 葉
月同部～底部

S A lO 4 ．9 斜方向のナデ 斜方向のナデ にぷい黄橙 灰黄
暗灰 黄

5 m m 以下 で黄褐

灰褐、乳 白、褐の粒

2 4 3 土師器
≡藍
底部

S A lO 5 ．3
ナデ　 木 ノ葉底
底部 に凹

ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙
褐灰
5 m m 以下 で褐
黄褐、灰 白の粒

24 4 土師器
嚢

月同部～底部
S A lO 斜方向のパケ 目

ナデ　 黒斑
ナデ　 風化著 しい

にぷい黄橙
黄灰
にぷい黄橙 5 m m 以下 で黄褐

灰褐、茶褐、灰白の粒

24 5 土 師器 賓
底部

S A lO ナデ ナデ
にぷい黄橙
橙
にぷい黄橙 5 m m 以下 で黄褐

灰褐、褐、無色透明の粒

2 4 6 土 師器
士璽E

口緑－空頁部
S A lO 2 6 ．7 ナデ　 刻み目突帯 （布痕）ナデ 風化気味 粘土の継ぎ目 橙 司萱

灰黄 褐
微細な透明光沢粒
3mm以下の浅黄、灰褐、褐灰の砂粒

247と同一

2 4 7 土 師器 ・－＝ヒ宝E
頭部～肩部

S A lO ナデ　 刻み目突帯 （布痕）ナデ　 風化気味 橙 橙
暗灰黄

微細な透明光沢粒
2mm以下の灰褐、浅黄、褐灰の砂粒

246と同一

2 4 8 土 師器
士宝E

至頭部～底部
S A lO ナデ　 黒斑 ナデ　 粘土の継ぎ目 にぷい黄 にぷい黄橙 精良

1mm以下の黒色、半透明光沢粒

2 4 9 土 師器
高ゴ不
ゴ不部

S A lO 横ナデ 横ナデ 橙 にぷい黄橙 精良

2 5 0 土 師器 高ゴ不
j不部

S A lO 18 ．7 ナデ　 風化気味 ナデ　 風化気味、黒斑 浅黄 浅黄
橙
2m m 以下の半透明光沢粒

1．5m m 以下の黒色光沢粒

2 5 1 土 師器
高J不
j不部

S A lO 17 ．9

7 ．9

1 2 ．3

7 ．4

横ナデ　 黒変　 スス付着 ナデ　 風化気味 にぷい黄橙 にぷい黄橙 2m m 以下の半透明光沢粒

259と同一

2 5 2 土 師器 高j不
脚部

S A l O ナデ ナデ　 指頭痕 浅黄オ萱

にぷい橙
橙 2 m m 以下の透明光沢粒

3mm以下の茶色、白、黒く光る砂粒

2 5 3 土師器 高J不
脚部

S A l O ナデ　 風化気味 縦方向のナデ　 指頭痕 浅黄オ萱
にぷい橙

浅黄橙 1m m 以下の黒色光沢粒
0．5mm以下の褐色、白色の砂粒

2 5 4 土師器
高j不
脚部

S A l O ナデ　 風化気味 縦方 向のナ デ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1m m 以下の褐色の砂粒

2 5 5 土師器
高j不
裾部

SA lO 横ナデ　 黒斑 横ナ デ オ萱
黒

橙 1mm以下の灰褐色、茶褐色の砂粒
微糸田な光沢粒

2 5 6 土師器 高j不
裾・部

SA lO 1 1 ．0

4 ．9

横ナデ　 黒斑 横ナ デ　 黒斑 にぷい黄橙
褐灰
にぷい黄橙
褐灰
1mm以下の黒褐色、灰褐色の砂粒
微細 な光沢粒

2 5 7 土師器
高j不
裾膏β

SA lO 横ナ デ 横ナ デ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm以下の黒褐色、茶褐色の砂粒
微細 な光沢粒

2 5 8 土師器
鉢
口縁

SA lO ナデ ナデ 橙 明黄褐 2 m m 以下の褐色、淡黄
灰色の砂粒半透明光沢粒

2 5 9 土師器 鉢
月同部 ～底部

SA lO ナ デ　 風化気 味 ナデ　 風化気 味 橙 橙 3 m m 以下の灰、淡黄
字L白色 の砂粒

258と同一

知覧式土器

知覧式土器

知覧式土器

2 6 0 土師器
鉢

口緑 へノ底部
SA lO 4 ．2

ナデ　 粘土のかえ り
底部夕も面 に凹
や　ヽ

ナデ　 指頭痕 明黄褐 明黄褐 2mm以下の褐色、乳白色の砂粒
1m m 以下の透明光沢粒

2 6 1

2 6 2

2 6 3

縄文土器

縄文土器

縄文土器

深鉢
口緑

深鉢
口緑

深鉢
月同部

Ⅳ層

S A 4

Ⅳ層

口唇部にキザミ　地文に貝殻条痕
3～4 段の横位の貝殻腹緑
刺突文
胴部に縦方向の貝殻腹緑刺突文
口唇部にキザミ　地文に貝殻条痕
3～4 段の横位の貝殻腹緑
刺突文
胴部に縦方向の貝殻腹緑刺突文

地文 に貝殻条痕
2 段の横形貼付突帯
縦の貝殻腹緑刺突文

粗 いナデ

粗 いナ デ

粗 いナデ

橙

にぷい橙

にぷい橙

にぷい黄橙

橙

にぷい黄橙

橙

1．5m m 以下の乳白色

1m m 以下の黒色光沢粒
透 明光沢粒

1 m m 以下の乳白色
灰色 の砂粒

1．5 m m 以下の赤褐
灰 白の砂粒
1 m m 以下の透明光沢
黒色光沢粒
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2　Ⅳ層以下の遺構・遣物（縄文時代早期以前）

前章で述べたように、Ⅳ層以下（縄文時代早期以前）の調査については、トレンチを設定し遺構・遣

物の検出された部分のみを掘り広げるという断片的な調査にとどまった。その結果、礫群2カ所と集石

遺構9基を検出し、多少の遺物が出土した。

礫群

調査区北緑と中央部やや南よりの2カ所で礫群を検出した。これらは、礫がある程度のまとまりをも

って検出されるものの、集石遺構のように密に集中したり土坑を伴なったりしないもので、疎らに広範

囲に礫が検出された。礫群1、礫群2ともにⅣ層下半部で検出されている。調査区北緑の礫群1内で、

特に礫が集中する部分が1カ所確認され、1号集石遺構として図化した。

集石遺構（第30図）

9基の集石遺構は、1号が礫群1内で、2・8・9号が調査区南東部で、3～7号が調査区中央部で、

それぞれ検出された。このうち1・2・4・5・6号を図化し、他は写真と観察所見のみを記録した。

1号集石

1号集石は、100×90cmの範囲に礫が見られた。V層上面に構築される。検出時は平面的に土坑を確

認することはできなかったが、約15cmの厚みで重なった礫を除去すると、浅い皿状の落ち込みとなった。

10cm前後の大きさの礫が使用され、全体に角張ったものが多かった。赤化した礫が多かったが、炭化物

はあまり見られなかった。

2号集石

2号集石は、Ⅵ層に掘り込まれて構築される。直径70cmの土坑は深さ15cmと浅いものの、比較的明

瞭な掘り込みとして検出された。埋土は炭化物を多く含む黒褐色土で、底面付近には焼土と思われる赤

橙色のブロックが確認された。礫は45×35cmの範囲に疎らに見られ、ほとんどが赤化し破砕した3cm

以下の小さなものである。

炭化物を多く含む土坑埋土や底面付近の焼土の存在などから、その場で火が使われたことが推定され、

焼礫供給の場（火処）であった可能性が高い。また、付近に検出された8号・9号菓石も、同じくⅥ層

中に構築され、土坑や礫の状況が2号に近似していたことから、ほぼ同時期で性格を同じくする遺構と

考えられる。また、周辺の同レベルから早期土器が出土しないことから、草創期以前の所産と考えられる。

4号集石

4号集石は、85×75cmの円形土坑を有し、Ⅴ層上面に検出された。10cmと浅い掘り込みの底面には、

比較的偏平な礫が並び、埋土は炭化物を多く含む黒褐色土であった。礫の多くは赤化し角張ったもので

ある。

近接する3号菓石はほぼ同一レベルでの検出で、礫の大きさやその形状など4号に近似するものの、掘

り込みはなく平面的な礫の集積であった。炭化物もほとんど見られず、4号集石に対する準備礫として

の性格が想定される。

5号集石

5号集石は、110×55cmと楕円形の土坑を有し、V層上面に検出された。約15cmの厚みをもつ埋土

は黒褐色土・褐色土の混土で、炭化物と屑礫を多く含んでいた。土坑上面に見られた焼礫は、3～5cm

と小さく砕けた角礫が多く、そのほとんどが赤化していた。礫間に知覧式土器の破片が数点見られた。
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6号集石

6号集石は、5号に近接して検出された。明瞭な掘り込みは持たず、110×95cmの範囲に礫が集中し

ている。礫はほとんどが赤化しているものの、割れたものは少なく完形度が高い。礫間には炭化物がみ

られず、5号菓石に対する準備礫としての性格が想定される。また、7号集石も5・6号とほぼ同レベ

ルで検出されたが、6号同様掘り込みを持たず割れていない礫の集積であり、炭化物もほとんど見られ

なかった。その性格も6号のそれに共通すると考えられる。

出土遣物（第31・32図）

貝殻文円筒形土器を主体に、いくつかのタイプの早期土器が出土している。ここでは文様・器形をも

とに分類を行う。

1類（261～274）

口縁部がやや外傾する円筒形で、薄手の器壁にやや厚みのある円盤状の平底がつく。文様は、口唇部

に細かな刻み目、口緑部下に横位の貝殻腹緑刺突文がめぐる。その下にクサビ形突帯を縦位に2段ほど

貼り付けている。胴部は斜位の貝殻条痕を地文に、縦位や斜位の貝殻腹縁刺突文を施す。底部には縦位

の細沈線がめぐっている。「知覧式土器」と呼ばれる一群である。272は角箇となる。

本遺跡で最も多く出土した早期土器で、3号～7号の集石遺構はこの類の土器を伴う。

2類（275～281）

やや厚めの器壁に横位あるいは斜位の貝殻条痕を施す一群である。275・276は、口縁部下に縦位の条

痕を施す。277は口唇部に刻みを施す。28は底部で、最下部まで横位の貝殻条痕が施される。

3類（282・283）

大きく外傾する口緑を持つもので、「平栴式土器」である。282は、やや肥厚気味の口緑帯に横位・斜

位の凹線文を施し、その下に半裁竹管による連続刺突文を2段めぐらせている。283は、斜位の凹線文の

下に刻み目突帯が見られる。

4類（284）

一点のみの出土であるが、押型文土器である。やや外反気味の口縁部の内外面に楕円押型文が施される。

内面には口唇部付近に押圧が見られ、横位の押型施文、外面は斜位の施文である。

5類（285～288）

早期土器の範噂に入ると思われるが、明確にその分類的根拠を示し得ないものを便宜的に一括した。

285は、やや内湾気味の口縁部で、口唇部を平坦に仕上げる。器壁は薄手で、両側から穿った円形の補修

孔が見られる。外器面にわずかに斜位の条痕が観察されるが、その上をナデて仕上げている。286は、厚

手の器壁の内外面に横位の貝殻条痕が施されるが、焼成は非常に硬質で色調は白っぽく、II類とは異な

るタイプの土器である。口縁部下2cmのところに凹線状のものが確認されるが、口緑帯の区画の意図が

あるのか否かは判断し得ない。287は厚手の器壁で、焼成は軟質、内外面ともに剥離・風化が著しい。調

整は粗いナデで、粘土の輸積み痕が明瞭である。288は、口唇部を丸く仕上げる直口縁の鉢で、調整は内

外面とも丁寧なナデである。

ー47－



fkノr　一イr・。JG

1

′

ヽ　　　　′′

r‘　．・．！　こ．，葺

い　　　　　やレ
ー　　車1－ノ

▲

L

L

L

◆

I

＼∴∴三
k

‾1

1

1

ト

′
も‘′上げ．

l

．1．　－　t P一）l

、1　日、1
117・．∴・、　∴・し

1号　．｝　　　　LJJ′　　ヽ

正審詳
し、．・＼　∴、．・：二・’．11㌧

ユち

．　l

If

よ＿．

ヽ．こ．‾l∴ニ

1

＿・．コ′－

1士ヽ

A
l

ヽ

1

1

ふ．ン鱒

p．．　ヽ　’‾

軽重

・王∴
ty　‾，

I▼

つくこ、ミニ，－ト

こ・、‾－ヽ

亡や．？‾．ヽ

載積

†一∴シ・．＿

IJ＿

l

†、¢ごご’

！t．項一二・1
4．
J l　＿　－t＿

‾〃やノ　コく

ヽく1′　′
l

J｛′／

▼、．　T t

昔・ニ

メ′t，．ぐ「‾f嶋‾、‾与ハニ′

て定£こ　　　ご－

琶聖　霊も
、▲．hLム、〆ミ琶皐、
“・卒、Y　ノ　′ト勺、P、

㌢二、ニー′、、L、ノu
ヽ

E′一二葦一：一号豆『t′

邑青草宇玉手空襲
－t、ト　ヽ．

1r T一　一ヽ一　．－J　ペー＿

十三・
l

着㌧ィ、・．＿　／

、ノヽノ　．f
J．′・1

、ヽ1　一、

－°　l　°．・　一一

＼・・・tT‾
1

1去‾，r

－←■ナ■叫

こ、・・王立1

』

第31図

ご－h

寺雫

紺

「「＿＿華

＿＿I一書

、ノ1－＼－

∩
267

〃音

譜
こ？ボ

lナチ、丁
㍉㌧－．ヽ
ヽ二ゝ
‘ト′－

臣璃
272

縄文時代早期土器（1）（1／3）

ー48－

10cm

；l l l l i　　　　　　　＿　一一一」

（1：3）



†

ヽ

＃aJ・、′一一‾‘協

l t　叶ノI、

＆．J、．　ご

‘も・こヰ：・喜
＿l

′一事雇黛ヽ　′一

重辞苧誓
蓮整ぎ
ヽPニーぜ一一・一対一■－

fF㌢L二一，＝＞一品1

．ご＿－′こ－′て－rて

「　、■こごて一｝・・一‾’．一

七二　＿－r′′－■　‾4

声プ〆‾　＝3
p‾1

－、有＿∴1－ザ≠声

盲声晰

ーT tヾ　∧　r

一、．1∴㌧　‾一・

人　　　　・－

t‘㌧

呈′、
ヽ．＋‘‾、

≠∴・－、ヽ・二、㌧

t．　′、

′　‾し　　　　　　　　　　　ヽ
l

l t

．叩」－J d4

ノ　　f r、

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾ュ　、．

ノ

、‘　ゴ

′’－1∴∴し．∴∵り

叫．1：‾－・

1

I

聖．tJ撮事了

lt

＿ヽ

t・∴＼七

1°：．・、日．、く

ヽ　　J

Vヽ　ヽゝ　＼　tlt

、！、・．－ヽ．．．1

？、・∵∵’予・．∴▲
4　　　ヽd－　　1　ヽ▼

A．′　レ‾

管瑠76欝

！

ノ

1

1

J

＿｛．1∵Jヾ

′′′▲事■　　　　　　トー1一

ヽ、　　′｝－ノーヽ＿rrr

r山で、！‾、∵・．∴・テ’・∴∴二きて．＿ン

打rl、・・・ヽTト、一・、∴‾‘ィ・・＼1

‾‘霊草示㌣
欝二芯を串蒜一

°lh

′

、こ、言下

′ヽ

ヽ

t・－　くロ

．，∵「巌∴宣下㌫パk
‾1－　　　　　　　　　　　　J・へ

？

三一　十二了‾
▼

t

∵下・申・・－・・・∴lご：∴‘L∴こ
′へI．こ

．も

く∵∵有‾千十1こIi・∴ここ∴∴∴
ヽよ．．＿，．J

ノー　　．．▼

二　°‘！、∵∴1こ

．tが、も、一　　　い　r J＼．

ヽトで∵∴∴　‾‾、“’h－

神目I，ノ′＿ヽ　　　　　　一、　、ヽ

廿。

丑．
く、・・＿∴．、－・ごヽ

f

予　　」　　　　1

瑳　再
も一よLL二㌧‾∴智

へノl．ご

′　　－・圭一　Jl

J

ノ

‘ヽ

4

▼

ヽ

チ

t

t F．・　ノ．＿
ヽヽ－

さ．

、、ノ
ー　ノた

Ir

l

Jヽ
′

l　　．、．lJ

P

、’　　1　・・1、、J

r L

’：＼　　ノ

一・・一　．←Jt－．t

10cm

LIl1－i　　　　　－」
（1：3）

第32図　縄文時代早期土器（2）（1！3）

ー49－



声ユー′：粟津笑裁r

「㌣．こ∴
・．＿い一・一．．′

メ　　　　イ　　　′　　－　1－′

7

1〆　　．L　一武
U l　　　　▼Y

rt←．・㍉Jぺ

t、⊥当㍉J㍉一

ヽ

l

ヽ

10cm

［＿tllll l

（1：4）

1

，l

ヽ－　J

亡

（

・1

云蕊∴．上戸人ここ、・ふ軍ヰ
＿＿－1

ー　h、▼－、∴レへJ一　一一サー零

点趣婆等・二半畳
嘩撃き畔
ごニー・ィ．1こ無票烹芸3－1‾才
一、c一‾‾　　　　　　　　J

三二三ヽ
Ⅰやツ＿－＿へ和一ヽと‾ざ‾ナ▼

二1盛㌘′

／≡

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

：l l l l i　　　　　　　　：

（1：3）

1　　　　　297

¢診
0 10cm

L＿l　，l　，；　　　　　　　　」

（1：2）

第33図　表土出土遣物（1）（293・294は1／4、297は1／2、他は1／3）

3　表土出土の遣物（第33・34図）

289～291は、肥厚気味の口縁部に、斜位の貝殻腹緑刺突を2～3段やや間隔をおいて施している。

292は、やや外傾する口緑に貝殻腹緑刺突によるロッキングが施されている。これらは縄文時代後期に比

定される。

293～295は、古墳時代の遺物である。293は壷で、頚部に刻みを有する貼付突帯が見られる。294

は円柱状の高坪脚部である。295は須恵器杯身である。受部はやや太めで、鋭さを失う。

296は古代の土師器杯で、直線的な体部に丸く仕上げた口緑部を持つ。底部はへラ切りで、その後を軽

くナデている。
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297は磨石で、側面に敲打痕が見られる。砂岩製。298は黒輝石の細石刃で、頭部を残している。長さ

1．8cm、幅0．9cmで、背面左側縁に小剥離状の使用痕が認められる。299は黒輝石の二次加工剥片で、

断面三角形の横長剥片の両側に細かな剥離を加えている。300は黒耀石製のスクレイパーである。光沢の

少ない黒灰色を呈し、姫島産の石材と思われる。偏平な不定型剥片の片側縁に小剥離による刃部を作り

出している。301は、黒耀石製の縦型石匙の基部と思われる。302チャート製の石錐である。303はチャ

ート製の打製石鉄で、全面に細かな剥離を施す整美な鍬形鉄である。304は姫島産黒耀石製の打製石鉄で、

乳白色を呈す。基部の挟りは山型で、さほど深くない。305は黒耀石製の打製石鉄である。小型のもので

あるが、基部をU字に挟る鍬形鉄である。
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第7表　上の原第3遺跡出土土器観察表（7）

遣　 物

番　 号
種　 別

器　 種

部　 位

出 土

地 点

法　　 量 （c m ） 手法 ・調整 ・文 様ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴 備考

口　 径 底　 径 器　 高 外　　 面 内　　 面 外 面 内　面

2 6 4 縄文土器
探鉢
月同部

Ⅳ層

地 文に員ラ殻条 痕
2段の横形貼付突帯剥離
突 帯両側に列点文
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ

明赤褐

にぷい黄橙
明赤褐

2mm以下の赤褐、灰白の砂粒

2 m m 以下の透明光沢粒
黒色光沢粒

知覧式土器

2 6 5 縄文土器
深鉢
月同部

S A 4

地文に貝う殻条痕

2 段の楔形貼付突帯
突帯両側に列点文
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ にぷい赤褐 橙 1 m m 以下の乳白色

灰色の砂粒
知覧式土器

2 6 6 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層

地文 に貝殻条痕
2 段の楔形貼付突帯
突帯］頁部に刻み 目
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ 暗灰黄 にぷい黄褐
4 m m 以下の半透明光沢粒
1．5m m以下の金色光沢粒
2 m m 以下の乳白色粒

知覧式土器

2 6 7 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層 地文 に貝殻条痕
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ 灰 黄褐 にぷい黄褐 2．5 m m 以下の金色粒
半透明粒、乳白色粒

知覧式土器

2 6 8 縄文土器
深鉢
月同部

S I4 地文 に貝う殻条痕
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ オ登
にぷい橙

橙 2 m m 以下の透明光沢粒
黒色光沢粒　乳白色の砂粒

知覧式土器

2 6 9 縄文土器
深鉢
月同部

S I5 地文に貝殻条痕
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ 橙 橙 3mm以下の褐色、黒色、乳白色の砂粒
1．5m m以下の透明光沢粒

知覧式土器

2 7 0 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層 地文に貝う殻条痕
縦の貝殻腹緑剰突文

粗いナデ にぷい黄橙 にぷい黄 1．5m m以下の灰白、褐色の粒
1mm以下の透明光沢粒、黒色光沢粒

知覧式土器

2 7 1 縄文土器
深鉢
月同部

S A 4
地文に貝殻条痕
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 3m m 以下の乳白色の砂粒
2mm 以下の黒色、透明光沢粒

知覧式土器

2 7 2 縄文土器
深鉢 （角簡）
月同部

S A 4 地文に貝殻条痕
縦の貝殻腹緑刺突文

粗いナデ にぷい橙
暗灰黄

にぷい橙
褐灰

1m m 以下の乳白色の砂粒
透明光沢粒

知覧式土器

2 7 3 縄文土器
深鉢
底部

Ⅳ層
地文に員売廷条痕
縦の貝殻月夏緑葬り突文
底部に縦方向の糸田亥り緑

粗いナデ にぷい褐 にぷい褐 1m m 以下の透明光沢、黒
乳白色の砂粒

知覧式土器

2 74 縄文土器
深鉢
底部

Ⅳ層 1 1 ．6 底部に縦方向の細刻緑 粗いナデ にぷい橙 橙 3mm以下のにぷい黄、灰白、黒色の砂粒
2mm以下の黒色光沢、透明光沢粒

知覧式土器

2 7 5 縄文土器
深鉢
底部

Ⅳ層 口緑部に縦方向の貝殻条痕
胴部は横方向の貝殻条痕

ナデ 灰 黄褐 にぷい黄橙
褐灰
1m m 以下の白色の砂粒

0．5m m以下の透明光沢粒

2 7 6 縄文土器
深鉢

口緑
Ⅳ層 口緑部に縦方向の貝殻条痕

胴部は横方向の貝殻条痕
ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 0．5m m以下の白、黒の砂粒

1m m 以下の透明光沢粒

2 7 7 縄文土器
深鉢
口緑

Ⅳ層 口唇部 にキザ ミ
横方向の貝う設条痕

ナデ にぷい褐 にぷい橙 1m m 以下の透明光沢粒
0．5m m 以下の乳白色の砂粒

2 7 8 縄文土器
深鉢
口緑

S I4 横方向の貝殻条痕 ナデ にぷい橙 にぷい褐
褐灰
1m m 以下の透明光沢粒

2 mm以下の褐色、白色の砂粒

2 7 9 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層 斜方向の貝殻条痕 ナデ にぷい褐 橙 2．5mm以下の乳白色粒、半透明
透明光沢粒 1mm以下の黒色光沢粒

2 8 0 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層 斜方向の貝殻条痕 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1．5 m m 以下の黒色
透明光沢粒

2 8 1 縄文土器
深鉢
底部

S I2 横方向の貝殻条痕
底部外面網代底

ナデ にぷい橙 にぷい黄橙 1．5 m m 以下の黒色
半透明光沢粒

2 8 2 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層
半裁竹管による羽状凹緑
連続刺’突文

ナデ 橙 浅黄 2m m 以下の浅黄、黒、灰
褐色の砂粒及び光沢粒

平桁式土器

2 8 3 縄文土器
深鉢
月同部

Ⅳ層 斜めの四線文
刻’み 目突帯

ナデ 橙 にぷい橙 2 mm以下の黒、灰白色の砂粒 輔式土器

2 8 4 縄文土器
深鉢

口緑
S I2 ナデ

楕 円押形文
楕 円手甲形文
押圧沈緑

にぷい黄橙 にぷい黄橙 1．5mm以下の黒色、透明光沢粒

2 8 5 縄文土器
深鉢
口緑

SA 9 ナデ　 穿孔 ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 6．5m m 以下の乳白色の粒
2m m 以下の黒色光沢粒

2 8 6 縄文土器 深鉢
口緑

I 層 貝殻条痕 貝殻条痕 浅黄 浅黄 3m m 以下の黒、灰、灰白
樫、透明光沢粒の砂粒

2 8 7 縄文土器
深鉢

S A lO
ナデ　 粘土の継ぎ目 ナデ　 粘土の継ぎ目 灰黄 灰黄 5m m 以下の褐色の粒

口緑～月同部 風イヒ気味 風イヒ気味 3mm以下の乳白色、黒、透明光沢

2 8 8 縄文土器
深鉢
口緑

Ⅳ層 ナデ　 風化気味 ナデ 灰

にぷい黄橙
にぷい黄橙 1mm以下の灰白、透明光沢粒

2 8 9 縄文土器
深鉢

口緑
S A 2

横ナデ
貝殻腹緑による連続刺突文

貝殻条痕 の後ナデ 明赤褐
にぷい赤褐

明赤褐

にぷい赤褐
3mm以下の橙、黄褐、灰白の砂粒
1mm以下の透明、黒色光沢粒

2 9 0 縄文土器
深鉢
口緑

S A 2

13 ．6 7 ．2 4 ．7

横ナデ
貝殻腹緑による連続刺突文

貝殻条痕 の後ナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm 以下の褐、灰白の砂粒
1mm 以下の透明光沢粒

2 9 1 縄文土器
深鉢
口緑

II層 横ナテP
貝殻腹緑による連続刺突文

貝殻条痕 の後ナ デ 橙 橙 2．5mm以下の黄臥灰褐、灰白の砂粒

2mm以下の黒色、透明光沢粒

2 9 2 縄文土器 深鉢
月同部

S A l ナデ　貝殻腹緑による連続押圧
（ロツキンクP）

ケズ リ 橙 橙 1mm以下の灰白、褐、黄褐の砂粒
1mm以下の黒色、透明光沢粒

2 9 3 土師器
士竺E
肩部

II層 ナデ　貼付突帯の後＼方向にヘラ
による押圧刻み　その後／方向に
ヘラによる刻み

ナ デ にぷい黄橙 にぷい黄橙 2．5mm以下の灰白、橙色の砂粒
2mm以下の黒色、透明光沢粒

2 9 4 土師器
高j不
脚部

II層 ナデ ナ デ にぷい黄橙 にぷい黄橙 1mm 以下の黒、灰黄
赤褐色の砂粒

2 9 5 須恵器
j不
身

II層 横ナデ
受 け部 に沈緑

横ナデ 灰黄 灰 1mm 以下の灰黄、黒
檀色の砂粒

2 9 6 土師器
j不

口緑 ～底部
I層 ナデ

へ ラ切 りの後ナデ
回転ナデ 橙 橙 3mm以下の臥 灰褐色の砂粒
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第8表　上の原第3遺跡出土石器・鉄器計測表

遺物

番号
出土地点 器　 種 最大長（cm）猷 幅（cm）猷 厚（cm）重 量 （g） 石　 材 備　 考

17 SA l 磨石 1 1 ．1 9 ．0 5 ．7 8 5 0 尾鈴山系醜凝灰岩

18 SA l 石皿 3 8 ．9 2 6 ．7 10 ．0 2 1 0 0 砂岩

69 SA 2 磨石 1 0 ．2 7 ．9 5 ．1 5 5 0 砂岩

70 SA 2 石斧 9 ．2 4 ．5 1 ．6 8 8 頁岩

130 SA 4 敲石 6 ．9 10 ．9 5 ．5 5 6 0 砂岩

13 1 SA 4 石皿 2 6 ．6 18 ．4 1 1 ．8 3 9 9 0 砂 岩

17 1 S A 5 石錘 5．9 8 ．2 1 ．7 5 9 ．2 洛結凝灰岩

184 S A 6 磨石 10 ．3 9 ．6 5 ．8 7 9 0 砂 岩

214 SA 8 磨石 8．5 8 ．2 3 ．6 3 3 ．5 砂岩

215 SA 8 砥石 15 ．5 5 ．4 3 ．4 4 7 8 砂岩

216 SA 8 3 ．1 4 ．3 1．7 10 ．6 凝灰岩

235 SA 9 蔵石 9．8 5 ．9 3 ．2 3 0 0 砂岩

297 I 層 磨石 7．0 6 ．7． 3．0 1 9 9 砂岩

第9表　上の原第3遺跡竪穴住居跡一覧表

遣物

番号
出土地点 器　 種 猷 長（cm）最大幅（cm）猷 厚（cm）重 量 （g） 石　 材 備　 考

298 Ⅳ層 細石刃 2 ．0 1 ．3 0 ．3 0 ．5 黒 耀 石

299 Ⅳ層 2次加工剥片 3 ．8 1 ．5 0 ．9 5 ．5 黒 耀 石

300 S A 8 スクレイパー 3 ．5 2 ．3 0 ．6 3 ．8 黒 耀 石

301 SA 8 石 匙 （1．1） 2 ．5 0 ．5 1 ．0 黒 輝 石

302 S A 9 石 錐 3 ．0 1 ．4 0 ．3 1 ．3 チ ャ ー ト

303 Ⅳ層 石 鉄 3 ．8 2 ．3 0 ．5 1 ．8 チ ャ ー ト

304 SA l 石 嫉 1 ．8 1 ．4 0 ．4 0 ．5 黒 輝 石

305 SA 8 石 嫉 1 ．7 1 ．3 0 ．4 0 ．5 黒 耀 石

遺物

番号
出土地点器　種 猷長（cm）猷幅（cm）猷厚（cm）重 量（g） 鉄 備　 考

68 SA 2 （2．5） （1．7） 0 ．12 1．3

170 SA 5 銑鉄 （8．7） （5 ．3） 0 ．2 19 ．9

住居N o 規模 （長 ×短 ×深）（m ） 床面積（m 2）柱穴（本） 貼床 住 居 内施設 出　 土　 遣　 物

S A l 5．5 ×5 ．1×0 ．5 2 4 ．9 4 4 有 土坑、．カマ ドか？ 鷺、壷、坪、ツキフタ、磨石、石皿

S A 2 6．5 ×6 ．5 ×0 ．8 3 5 ．4 2 4 有 窯、壷、高杯、ツキミ、カメ、鉄片、磨石、石斧

S A 3 4 ．2 ×　　 ×1．0 （5 ．3 8） （4） 無 窯、壷、高坪、鉢、杯、フタ

S A 4 4 ．6 ×4 ．4 ×0 ．5 16 ．3 9 有 土坑 護、壷、高坪、鉢、坪、敲石、石皿

SA 5 3．8 ×3 ．8 ×0 ．7 1 1．6 0 4 無 窯、高杯、杯、銑鉄、石錘

SA 6 5．0 ×　 ×0．4 5 （2 4 ．8 ） 4 有 焼土 聾、壷、高杯、杯、カメ、磨石

SA 7 5．1×4 ．8 ×0 ．4 （2 1．1） 有 窯、壷、高坪

SA 8 4 ．0 ×3．5 ×0 ．7 1 1．3 5 有 土坑 窯、壷、高坪、鉢、坪、磨石、砥石

SA 9 6．1 ×4．8 ×0 ．3 2 8．4 0 4 無 張出し、焼土 窯、壷、高杯、坪、カメ、敲石

S A lO 4 ．0 ×4 ．0 ×0．7 14 ．2 3 2 無 土坑 窯、壷、高杯、鉢

（）は現存値または推定。遣物のカタカナは須恵器
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第Ⅳ章　まとめ

第II章で述べた通り、時屋地区遺跡群の立地するシラス台地の広大な平坦面は、ほぼ全面が遺跡と言

っても過言ではなく、各遺跡は小規模な谷地形等により便宜的に区分されているに過ぎない。各時期の

本来的な人間活動の痕跡は、遺跡の区分を越えて広がっており、遺跡群として全体を見据えた検討が不

可欠となる。

上の原第3遺跡では、縄文時代早期及び古墳時代中・後期の遺構・遣物が検出され、旧石器時代・縄

文時代後期・平安時代の遣物も僅かながら出土した。これらを時屋地区遺跡群全体の中で見渡すと、旧

石器時代から縄文時代については、椎屋形第1・第2遺跡、上の原遺跡（1）、上の原第1（2）・第2遺跡（3）、

白ケ野第3遺跡（4）に分布の中心があり、平安時代については、上の原第2遺跡、白ケ野第3遺跡に遺構が

検出されている。

上の原第3遺跡で検出された縄文時代早期の遺構・遣物は、時間的制約を受けた調査方法にも起因す

ると思われるが、その量は決して多いとは言えず、個別の検討を行うにはいささか材料不足である。他

遺跡の報告を待って、群全体の中で検討を行いたい。

古墳時代については、上の原第1遺跡において前期～中期にかけての遺構・遺物が検出されている。上

の原第3遺跡の竪穴住居群とは時期が相前後するものであり、遺構の形態にも若干の相違が見られる。

ここでは、第3遺跡の遺構・遣物を検討し、時屋地区の古墳時代を考察する上での手掛かりとしたい。

・遺物について

10基の竪穴住居跡から土師器を中心とした多くの遣物が出土した。これらは、中期から後期にかけて

の資料であり、宮崎県内において住居出土としては数少ない貴重な資料である。特に2号住居からは、窯・

壷・高坪の三器種が比較的良好な状態で出土している。これらの出土状況は、主なものを第9図に示し

たが、ほぼ床面直上のものと床面から浮いた状態のものが見られる。両者には同形態の高杯55・56が見

られ、さほど大きな時期差はないものと思われる。この一群を軸に、他の住居出土資料と比較検討しな

がら、上の原第3遺跡の遣物群を考えてみたい。

2号住居の窯にはタタキ調整とナデ調整の両者が見られるが、ある程度全体形を知り得るのは後者で

ある。やや不明瞭ながらも頚部に稜を持ち口径と胴部最大径がほぼ等しくなるものと、頚部に稜を持た

ず胴上部が最大径となるものが見られる。

壷は、球形あるいは扁球形の胴部と、丸底やそれに近い薄手の平底が見られる。小型丸底肘に系譜を

持つ小型壷は、ナデ調整で平底となる。壷全体の出土量は安定している。

高坪はバラエティに富む。第Ⅲ章第2節で示した師部と脚部の型式分類では、師部に明瞭な稜を持つ

a類に対し、やや不明瞭ながも稜を残し深さを増すb・C類、稜の消滅するd類と新相を加える。脚部

は内湾する裾部のa類がより古相を示す。これらの組合せとしては、51はa－a、52・53がa－b、

55・56がb－C、58がC－Cとなる。出土状況をみると、53・56・58が床直上で出土しており、異な

る形態の3点が確実に共伴していたと見なすことができる。また、51についても、出土地点の床面は貼

り床が不明瞭で調査時に掘りすぎている危険性がある。レベル的には先の3点とほぼ同じであり、共伴

の可能性もある。
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1号住居には、流れ込みと思われる破片2点以外に壷は見られない。窯はいずれも平底で、全体に粘

土の輸積み痕を残す。頚部は緩やかに湾曲し稜を持たない。小型の鷺4は、頚部のしまりがほとんど見

られず砲弾形となる。杯は深いものが多い。2号住居資料とは時期的な隔たりが感知され、須恵器杯蓋

が示すTKlOの時期と考えられる。

3号住居は、部分的な調査に止まり遣物量も多くはないものの、2号住居に対応する器種がそろって

出土している。窯には、タタキ調整で薄手のものが見られる。85の高杯裾部は、下半部が内側に屈曲し

稜を有する。類例は宮崎学園都市遺跡群・熊野原遺跡C地区（5）SAlO資料に見られ、古相を示すものと

思われる。95の須恵器蓋は、鋭い稜、口緑端部内側の段、やや膨らみを持つ長めの口縁部、3分の2ま

で施される天井部のケズリなど古相を示し、TK23に相当する。

4号住居資料では、頚部に明瞭な稜を有し「く」字形に屈曲する96の鷺、球形胴に尖底気味の小さな

平底を持つ106の壷、明瞭な稜を持つ116・117の高杯師部、裾部が強く短く屈曲する121の高杯脚部など、

2号住居資料に対し古相を示すものと思われる。

5号住居資料の大半は埋土上半部からの出土で、あまり良好な資料とは言い難い。外半する窯口緑部

や深さのある高杯杯部など、2号住居資料に併行あるいはやや新相を感知させるものであるが、162・

163の高杯裾部はやや古相を示すと思われる。

6号住居資料は、高坪に4号住居資料に近似するものが見られる。

8号住居では、上げ底を意識した窯底部196・197が見られる。中・小型の壷はいずれも丸底である。

206の高杯は、師部のみ須恵器を模倣したものである。やや外傾気味に長く立ち上がり、口縁端部が外半

する形状はやや古手の須恵器を模したものか。

9号住居では、タタキ調整をナデ消し器壁の薄い219や、薄手で球形胴・しっかりとした平底を持つ

220の窯が古相を示す。

10号住居では、襲底部に尖底、尖底気味の平底、平底、平底の中央部を押圧にて凹ませたもの（上げ

底の意識か）など様々なものが見られる。壷には大型の二重口縁（外傾）、小型の丸底壷が見られる。

高坪は、短脚でやや新しい様相を示すもの、内湾する裾部でやや古相を示すものが見られる。

以上、上の原第3遺跡の遣物群を住居跡毎に概観したが、SAlが唯一6世紀代（TKlO）に下る以

外は、ほぼ同時期ととらえられる資料群である。SA2資料に対し古相・新相を示すものも含まれるが、

ことさら時期の変遷を設定するほどではないと思われる。須恵器は良好な資料が少ないが、概ねTK208

～TK23の時期と思われる。

本遺跡2号住居資料と近接する時期のものとして、新富町八幡上遺跡（6）1号・3号住居資料、同上薗

遺跡E・F地区（7）資料、宮崎市学園都市遺跡群・熊野原遺跡C地区5号・7号住居資料、高岡町高岡麓

遺跡（8）2号住居資料等が上げられる。タタキ調整土器群の地理的偏在性などの点で若干の相違点を指摘

し得るものの、大枠では共通項で括られよう。

八幡上遺跡では、遣物の詳細な出土状況が不明ながら、1号・3号の住居からタタキ調整の鷺・壷、

小型壷、高杯が出土している。直立する単口緑の壷や精製の小型丸底壷など、上の原第3遺跡よりもや

や古い様相を示すが、平底化した小型壷や高杯の形態などに共通点を兄い出し得る。

上薗遺跡E地区では、2号・4号・8号・14号・20号住居資料に近似するものを兄い出し得る。窯は
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頚部の稜がやや曖昧で、口径と胴部最大径が同じか後者がやや上回るものが多く、底部は丸みのある平

底や尖底気味の小さな平底が目立つ。壷は量的に少ないものの、頚部に貼付突帯を有し長胴のものや、

薄手で球形胴の中型壷、扇球形の胴部に平底となる小型壷などが見られる。調整はナデが主体である。

高坪は、師部に稜を残しながらも体部が立ち気味で深さの深いものが多い。脚部は、内湾する裾部を持

つもの、強く屈曲し大きく開く直線的な裾部をもつものなどが見られる。須恵器にはTK23～TK47の

段階のものが目立つ。上の原第3遺跡と併行あるいはやや後出するものであろう。

上薗遺跡F地区では、土師器編年の見通しとしてI期～V期の時期設定がなされ、それぞれ布留式最

新段階、TK208段階、TK23～TK47段階、TKlO段階、TK43段階の時期が当てられている。そ

して、I期とII期、Ⅲ期とⅣ期（あるいはⅣ期とⅤ期）の間に大きな画期を兄い出し、前者は須恵器の

導入に、後者は埋窯の出現にその背景を求めている。報告者の谷口氏も自ら指摘するように、住居跡出

土の資料をそのまま一括資料として扱っているため若干の時期幅を含む結果となっている。しかしながら、

器種毎の変化の方向性や組合せには首肯させられ、当地域の編年基準として昇華されるべきものであろう。

熊野原遺跡C地区では、2基（5号・7号）の古墳時代竪穴住居が検出された。遣物のほとんどが床

面から浮いた状態で出土しており、同一器種の形態差も大きい。窯は頚部屈曲が明瞭なものと曖味なも

のが見られ、稜を持たず僅かに外反する程度の口縁も含まれる。底部は平底が優勢で、一部に上げ底気

味のものや丸底化したものも見られる。壷は資料に乏しいが、小型丸底壷に伴って平底化した小型壷が

存在する。また、直立あるいは若干外傾する二重口緑壷も見られる。高杯は、口縁が大きく開き体部と

の境の稜が不明瞭なものと、明瞭に屈曲し稜をなすものが見られる。脚部は、長く延びるものの他に、

エンタシス状に中膨らみとなるものがある。これらはやや時期幅を含む資料と思われるが、全体的に上

の原第3遺跡に先行するものであろう。中でも近接する時期のものとしては、頚部に稜を持たない聾や

丸底化した球形胴の鷺などが上げられ、布留式の新段階に併行するものと思われる。

高岡麓遺跡では、2基の竪穴住居とタタキ調整窯を主体とする遣物群が見られる。特に2号住居からは、

床面からやや浮いた状態ではあるものの、窯・壷・高杯・鉢が多量に出土している。窯は粗いタタキ調

整で、頚部に弱い稜を持つものと、頚部がしまらず砲弾形となるものがある。壷は、平底化した小型壷

や中型で球形・扇球形の胴部を持つ丸底壷が見られる。高坪には師部に稜を有するものが少なく、丸み

を持ち深い師部が目立つ。脚部は、ハ字形に緩やかに開き裾部との境に稜をなさないものが多い。須恵

器は出土していないものの、上の原第3遺跡と併行あるいは若干後出する時期と考えられる。

上記の遺跡と上の原第3遺跡の遣物群を比較すると、八幡上遺跡・熊野原遺跡C地区がやや先行し、

やや遅れて上薗遺跡F地区I期が続く。上の原第3遺跡は、上薗遺跡F地区I期～II期に併行する。上

薗遺跡E区は、同F区II期～Ⅲ期にかけてピークを迎え、高岡麓遺跡もほぼこの時期に併行するものと

思われる。

宮崎平野部の土師器の編年については吉本正典氏の論考がある（9）。吉本氏は、比較的資料に恵まれた児

湯都城を中心とする宮崎平野北部と、宮崎学園都市遺跡群を中心とする宮崎平野南部の小地域に限定し、

土器組成中に一般的に須恵器が加わるTK47型式以前の土師器を検討している。型式変化が緩慢である

窯を基軸に据えながらも、各時期に普遍的に存在し、分化・収敦といった系統を複雑にする要因が少な

いという観点から、二類四型式に分類し、2期5中期を設定している。氏の指摘のように、住居跡一括
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資料とはいえ、その出土状況が不明確であるなど必ずしも資料的に精度の高くないものも含まれ、やや

大きな時間幅を内包する。しかし、その分析手法や得られた型式変化の方向性は説得力を持ち、今後、

より精度の高い資料との置き換えや他器種の分析を加えることにより、当地域の土師器編年の根幹をな

すものと思われる。同氏は、予察として八幡上2期や熊野原C2期とTK47型式期の間には1～2様式

が存在することを指摘している。今回報告した上の原第3遺跡の資料群や、上薗遺跡E・F地区資料、

高岡麓遺跡資料はその狭間を埋める資料であり、更なる詳細な検討を行う必要があろう。

・遺構について

10基の住居跡はいずれも方形プランで、主柱穴4本柱が6基、2本柱が1基、不明が3基である。貼

り床は6基に、焼土は2基に見られた。壁帯溝はいずれの住居にも見られなかった。

床面積は、時期の異なる1号と一部のみの調査となった3号を除くと、最大で35．42m2、最小で

11．35m2、ばらつきがあり一定の面積にまとまる傾向は見られない。

1号住居に見られた両壁沿の白色粘土塊は、被熱痕跡や炭化物・焼土が見られなかったものの、右側

の土坑とセットでカマドの構造に類似するとの指摘もあった。宮崎県内におけるカマドの出現は、TK

43段階での埋窯との併存が確認されており（10）、それらを遡る時期のものは知られていない。SAl出土

の土師器は6世紀中葉に位置づけられ、須恵器もTKlO段階のものである。こうした年代観からみると、

現段階ではSAlの施設をカマド（あるいはその構築途中の段階）と見なすことは困難であろう。類例

の増加を待ちたい。
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